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「
　…基本理念 … 「．

ｉ 業界の発展並びに 組合員の社会白勺地イ立の ｉ

黙齢轟馨製 ｝
柾 業の健全なる経営体制を促進し ｝

１ その成長発展により 糊 会に貢献する ｉ
Ｌ
＿ ＿ ＿ 。 ＿ 。… ＿ ＿ 。 ＿ … 。、

１
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（２） （協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り

難

譲夢

ご 挨 拶

千葉市長 鶴 岡 啓 一・

この度、 協同組合千葉電設協会に は、 会報 「千葉電 設協会だより」 第１６号が発刊さ

れま した こ と
、
心 か らお 祝 い を 申 しあ げま す

。

貴協会皆様方 には、 日 頃より、 好地理 事長さ んを先頭に、 一致協力さ れ、 様々な 課

題に積極的に 取り組ま れ、 業界の発 展に努められておりますとともに、 市民生活 の充

実 ・ 向 上 に、 多 大な る
ご理 解 ・ ご協 力 を 賜 っ て お り ま す こと、 心 か ら 敬意 と 感謝 の 意

を 表 す る次 第 で あり ま す。

さ て、 ２
１世 紀 の ス タ ー ト と と も に、 市

制 施 行８０周 年 と いう 大 き な 節目 を迎 え た中で、

私は、 去る６月１７日に執行されま した千葉市長選挙におきま して、 多く の市民の皆様

方 の ご支 援 を 賜 り、 市 政 の 重 責 を 担 わ せ て い た だ く こ と とな り ま し た。

就任以来、 私は、 これま で引き継がれて参りま した 「人間尊重 ・市 民生活優先」 を

引 き続き市政運営の基本理念 とし、 市政の 発展と市民生 活の向上のため、 鋭意努めて

参 り ま した が、 特 に、 ４月 よ り、 ス タ ー トさ せ た 「新 ５ か 年 計 画」 に 基
づ き、 「や す

らぎをはぐくみ 未来を支える都市づくり」 を目指 した新世紀のま ちづくりに全身 全

霊 を 傾注 いた し て いる とこ ろ で あ り ま す。

し か しな が ら、 わ が 国 は、 現在、 あ らゆ る 分 野 で 変 革 が 進 ん で お り、 地 方 自 治 体 に

お きま して も、 地 方 分 権 がさ ら に 強力 に推 進さ れ る 中、 分 権 型 社 会 に ふ さ わ しい、 こ

れまで 以上 に自 主性・自立性を高めた都市 経営能力が求め られております。

そ こで、 私 は、 本 計 画 の 一 層 の 推 進 に 努
あ る と と も に、 急 速 に 進 展 す る 少 子 ・高 齢



（協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り （３）

化に的確に 対応するた めの子育て支援施策や高齢者へ の施策、 ま た市民と行政 が一体

となった 「参加 と協働」 の関係を構策するための施策 を推進 して参りたいと存じます。

さ らに、 勤 労 者 の 方々 が 安 心 し、 喜 びを もっ て 働 く こと がで き る よう、 雇 用 対 策 や

勤労者福祉 対策の充実及び労働環境の向上を図ると ともに、 中小 企業 者への経 営支援

や多様なサ ー ビス産業の創出など、 地域経済の一層 の活性 化に努 めて参り たい と存じ

ま す。

私は今後とも、 薪市長と しての清新な気 概と情熱 を持ち、 新 たな都市経営 ビジョン

のもとで、 市民の皆様方と手 を取り合 って、 市政 の発展と市民生活の向上のため、 全

力を傾注 して参る決意であります。

皆様の業界 を取り巻く 環境も厳しい経済状況の中で、 大変なものがあろうかと存 じ

ま す が、 ど う か 皆 様 方 に は、 さ ら に一 致 協 力 さ れ、 業 界 の 発 展 に 努
め られ ま す と と も

に、 今 後
と も、 市 政 に 対 しま

し て も 一 層 の ご支 援 ・ ご 協 力 を 賜 り ま す よ う、 心 か ら お

願い申 しあ げる次第であ ります。

おわりに、 協 同組合千 葉電設協会の今後ますますの ご発展と会員 皆様方の ご健 勝・

ご活 躍 を お 祈 り い た しま し て、 ご挨 拶 と い た しま す。



（４） （協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り

新 任 ご 挨 拶

協同組合 千葉電設協会

理 事 長 好 地 宏

組合員な らびに賛助会員の皆様方 には、 益々 厳しい経 営環境の中、 当組合の事業運

営 に、
ご協 力 を 賜 り 心 より 厚 く 御 礼 申 し 上 げ ま す。

私 こ と、 好
地 は、

今年 度 の 総 会 に お きま し て、 初 代 染 谷 会 長 に 続 き、 １０年 もの 長 い

間千 葉電設協会に 貢献さ れた、 岩崎理事長の後任と して、 理事長に就任 いたす ことに

な り ま し た。

今 まで、 染谷理 事長、 岩崎理事長が、 築き上 げてきた路線 を汚す こと なく、 千 葉電

設協 会の発展 に、 理事一同鋭意努力する所存で御座います。

未 熟 で あ りま す の で、
ご当 局 な ら びに、 組 合 員、 賛 助 会 員 の皆 様 に は、

ご理 解 と ご

指 導 を、 宜 しく お 願 い 申 し 上 げ ま す。

ご承 知 の と お り、 今 私 共 を 取 り 巻 く 経 営 環 境 は、 激 変 い た し て お りま す。

２０世紀か ら２１世紀へと、 新世紀に移り変わ りま したが、 バ ブル経済崩壊後、 価格破

壊 か ら始 ま っ た デ フ レス パイ ラ ルの 中、 狂 牛 病 問 題、 アメ リ カ へ の テ ロ、 そ れ に 立 ち

向かう世界と次々 と難問が押 し寄せ、 経済の 回復さえ見えない状況が続いております。

そ の中で も、 我々業界は、 「環境問題」「財 政再建による公共工事 の抑 制」 「情報 技

術の 導入 による、 電子入札や建設 ＣＡＬＳ対 応」「ＩＳＯの取得」 等、 市場 規模 の縮

小 に よ る 不安 ばか り でな く、 新 たな 投 資 を余 儀 なく さ れ る 現 状 で あ り ま す。 我 々 が、

２１世 紀の新時代 を生き残るには、 余りにも大 きな問題が目の前に山積みさ れておりま

す
。



（協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り （５）

中小企業 の電気工事専門業者の集まりであります協 同組 合千葉電 設協会組合員 各社

に とっ て、 特 に 公 共 工 事 は、 運 命 の 命 綱 とい っ て も過 言 で な い と思 わ れま す。

当 組 合 に お き ま して は、 前 理 事 長 に 引 き 継
ぎ
、 当 組 合 青 年 部共 々、

ご当局 のた めに、

各資材メー カーを中心とする、 コス ト縮 減にっな がる 新製晶の情 報提供の研修会、 法

令の勉強会、 施工技術研修、 ＶＥ案等共 に情報の共 有化をはかり、 公共工事のコスト

縮滅に最善の努力を したい と思います。

この激変する経営環境の 中、 協同組合 千葉電設協会基本理念に基 づき、 各社と も自

助努力を重ね、 中小企業の 集まり であり ます本組合員各社との連携をはかり、 技術力、

管理能力の向 上のみな らず、 受注確保を目指 し、 各企業 の健全なる経 営体制作り に遙

進 い た す 所 存 です。

おわりに、 鶴岡市長を中心と した千葉市の益々の ご発 展と、 あわ せて組 合員並 びに

賛助会員の皆 様の、 ご繁栄と ご健勝を心より ご祈念い たしますと共 に、 当協同組 合千

葉 電設協会発 展のため、 より一層の ご協力、 ご鞭燵 をお願い申し上 げま す。



（協）千葉電設協会だより （５）

中小企業 の電気 工事専 門業者の集ま りであります協同組合千葉電 設協会組合員 各社

に と っ て、 特 に 公共 工 事 は、 運 命 の 命 綱 と い っ て も 過 言 でな い と 思 わ れま す。

当 組 合 に お きま し て は、 前 理 事 長 に 引 き 継 ぎ、 当 組 合 青年 部共
々
、
ご当 局 のた めに、

各 資 材 メ ー カ ー を 中 心 と す る、 コ ス ト 縮 減 に っ な が る 新 製 品 の情 報 提 供 の 研修 会、 法

令 の勉 強会、 施工技術硯修、 ＶＥ案等共に情報の共有 化をはかり、 公共工事のコスト

縮 減に最善 の努力を したいと思います。

この激変する経営環境の中、 協同組合千 葉電設協 会基本理念に基づき、 各社と も自

助努力を重ね、 中小企業の 集まりでありま す本組合員各社との連携をはかり、 技術力、

管理能力の向上のみな らず、 受 注確保を目指し、 各企業の健全なる経 営体制作りに遭

進いたす所存です。

おわりに、 鶴岡市長 を中 心とした千葉市の益々の ご発展と、 あわせて組合員並 びに

賛助会員の皆 様の、 ご繁栄 と ご健勝を心より ご祈念いた しますと共 に、 当協同組 合千

葉電設協会発 展のため、 より一層の ご協力、 ご鞭提を お願 い申 し上 げます。



（６） （協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り

ソ フ ト テ ニ ス

千葉市都市局建築部 部長 三 幣 晃

毎 年 行 わ れ る職 場 の 健 康 度測 定 の チ ェ ック カ ー ドに
“健 康 の た め に 何 か 運動 し て い

ま す か” と の 質 問 に 数 年 前ま で は 惑 わ ず、 ソ フ トテ ニ ス と 書 い て い ま した。 し か し、

こ の と こ ろ ご無 沙 汰 して お り、
運 動 欄 を 書く と き は 戸 惑 い を 感 じて い ま し た。

折 り しも 協 会 か ら “タイ ト ル 自 由” の 寄 稿 依 頼 を 頂 き 無 趣 味 の私 は
、
た あ ら い を 覚

え ま した が
、
健 康 管 理 の た め 再 び コ ー トに 立 っ 宣 言 を す る 機 会 を 頂 いた と 割 り 切 る こ

と で、
筆 を 運 ぶ こ と に しま した。

皆さ ん の お手 元 に
、
こ の便 りが届 く 頃、 白 い ゴム ボー

ルに も て あ そ ばれ て、 コ ー ト を走 り 回 っ て い る 姿
を ご想 像 い た だ け た ら、 私 の 本 意 と

す る と ころ で す。

私 が ソ フ トテ ニ ス とで あ っ た の は、 中 学 校 の 部 活 動 で し た。 文 化 系 と 体 育 系 か ら必

ず一っ選択すること が求め られた。 文化系など縁遠い私は、 迷わず運動部 を選ぶこと

とし、 近所の友達と毎 日のように 草野球に興じていたので軟 式野球部が希望で した。

しか し、 当 時 は、 虚 弱 体 質で 風 邪 な ど 病 に 負 け る こ とが 時 々 あ っ た
ので、

掛 か り 付 け

の 医師、 川 名
正 義 先 生 （県 水 泳 連 盟 会 長） の 勧 め もあ っ て、 ソ フ ト テ

ニス に 落 ち つ い

た の で し た。

中 学 ３年 間と 高 校 を 転 校 す るま で の 聞、 ソ フ ト テ
ニ ス に熱 中 しま し た。 今 に して 想

え ば 充 実 した 時代 で した。

奉 職 し て１０年、
地 下食 堂 の 入 ロ に ソ フ ト テ ニ ス ク ラ ブ 誕 生

“会 員 募 集” の 誘 い に 十

数 年 ぶ り に 入部 す る こ と に しま し た。 爾 来 数 年 前 ま で は、
毎 年 夏 に 開 か れ る 県内 の 市



（協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り （ア）

役所職員 対抗試合 などに出場させても らい、 多くの 職員と交流を深 め楽 しい時間 を共

有 して き ま し た。 最 近 は、
『後 進 に 道』 を の 想 い と 体 力 の 限 界 を 感 じっ っ ソ フ ト テ ニ

ス か ら遠 ざ か っ て お り ま した が、 日 々 の 健 康 を 考 え、 一念 奮 起 して、 か びの生 え かか っ

た ラ ケ ッ ト を 抱 え 今 一 度 コ ー トに 立 っ 気 持 ち に な り ま し た。 近 隣 の テ ニ ス愛 好 の 人 た

ち の 仲 間 に 交 じっ て、 汗 を か き た い と 想 い ま す。

自 然 の 中 で 楽 しむ ソ フ トテ ニ ス は、 私 に とっ て 健 康 管 理 に欠 く こ と の で きな い 特 効

薬 と な り そ う で す。

ところで、 昨年この便り （第１５号） の中で太陽光発電設備の助成策にっいて触れま

したが、 本年度か ら住宅用 太陽光発電 設備を設置する方に、 経費の一部を助成する制

度 を ス タ ー トさ せ ま した。 ３０件
を 予 算 化 した と こ ろ３２件 の 応 募 が あ り ま した。

な ん と

か 全 員 の 方 に ご利 用 い た だ け そ う で す。

鶴 岡 市 長 は、
施 策 の柱 に “自 然 に や さ しい ま ち づ く り” を 掲 げ て い ま す。 会 員の 皆

様のさ らな る ご理解と ご協力をいただき、 共にこの施策の実現に取り組んでま いりた

い と存 じま す。

終わり に、 会員皆様の益々の ご健勝と ご活躍を ご祈念申し上 げま す。

ぐ
、

６

ノ

い
Ｏ



（８） （協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り

家 族 旅 行

千葉市都市局建築部 建築設備課長補佐 天 野 幸 三

毎年恒例 だった夏休 みの家族旅行 も下 の子が中学２年の夏を最後に親と一 緒に行か

な く な り、 私 と して は 寂 しい 限り で し た。 こ れ も 子 供 た ち が 成 長 し、 親 離 れ し て いく

過 程 と 諦 めま した。

そ こで、 今 年 は親 孝 行 の つ も り で 妻 の 両 親 を 誘 っ て 行 く こ と に し た ので す が、 ４ 人

で旅行に行く のは今回が初めて、 行き先を どこに するか悩んだ すえ東北地方に決まっ

たものの、 車で行く べきか電車で行くべきかが次 の問題となり ました。 義父の希望 は

車 で し た が、 私 と し て は７６歳 の 義 父 が長 距 離 を運 転 す る こ と に 不 安 が あ りま し た。 し

か し、 義母のことや天候を考えると車 の方 が楽で あり、 妻と私 と義父で交代すれ ば何

と か な る と 思 い 車 で 行 く こと に しま し た。

前 日 は 台 風 の 進 路 に は らは ら した も の の、 当 日 は 晴 天 に 恵ま れ ほっ と しま し た。 両

親 も予定 どおり朝５時半 に我 が家に 到着したので、 そのまま 義父の運転で出発。 私は

もっ ぱ ら ナ ビゲ ータ ー の 役 を 勤 め 目 的 地 の 三 陸 海 岸 へ 向 か い、 夜 は気 仙 沼 の フ カ ヒ レ

料理を始 め豊富な海の幸に酒もすすみ上機嫌で就寝 しま した。

翌日は狽鼻渓、 秋保 大滝を経由して秋保温泉の宿に到着。 さっそく４ 人で 温泉にひ

た り、 お い しい 食 事 と こ こ で も み ん な 大 満 足 で した。

帰りは予定外の山寺に寄ったのですが、 さすがに 階段 が多く５０歳の私にはちょっと

き つ い も の が あ り ま した。 もち ろ ん 両 親 は下 で 待 っ て いま し た。

帰路は急 ぐこともないか らゆっくり帰 ろうと言っ ていた義父は、 帰りも行きと変わ
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ら な い ス ピー ドで 運 転 し、 と う とう 全 日 程 を ほ と ん ど １ 人 で 完 走 して しまっ たの です。

す っ か り 自 信 を つ けて しま っ た 義 父 は、 帰 り の 車 の 中 で 「俺 もま だま だ 大 丈 夫 だ な。

もう一度車を買い換え られるかな。」 などと言 い、 義母は 「これ が 最初 で最後 で も悔

い は な い。」 な どと 言 っ て喜
ん で く れ、 う れ し

い 限 り で した。 こ
ん な に 喜 ん で も ら え

る な ら次 は どこ へ 行 こう か と 考 え て しま う 私 で す。

親子４人の家族旅 行も様変わ りしま したが気兼ねなく ゆっくり出来ることに変わり

はなく、 これ はこ れで 別の楽 しみ方が出来良いものです。 今回の旅行は私自身が楽し

ん だ に も 関わ らず、 妻 と両 親 に 感 謝 さ れ、 こ の 不 景 気 に 私 はす っ か り 株 をあ げた 次 第

で す。

麟



（１０） （協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り

で き る か な “禁 煙”

千葉市都市局建築設備課 電気第一係長 森 谷 光 夫

私の喫煙歴は、 途中数年の休煙を挟ん でいますが約３０年にな りま す。

吸 い 始 め は、
学 生 時 代 に い た ず ら半 分 で 吸っ た の が 始ま り で、

休 煙 の き っ か け は、

た ばこ で 書 き か け の 図 面 を 焦 が して、 １ 日
か け て 図面 を 書 き 直 した こ と で した。

再 び吸 い 始 めた の は数 年 後、 友 人 と旅 行 に 出 か け た 折 り に、 彼 が う ま そ う にた
ば こ

を 吸っ て い る 姿 にっ い、 １ 本く ら い は い い や と １ 本 も ら っ て 吸 っ た の が 運 の 尽き で、

そ の 後 今 ま で 吸 い 続 けて い ま し た。

最近は皆様 ご存じのとおり禁煙が常識となり、 禁煙場所 も多く何か と肩身の狭い思

い を す る こ と が 多く な り、 私 も今 ま で 何 度 か 考 え は しま した がで き ず に いま し た。

この原稿の依頼を受けた時に何を書いた ら良いのかわか らず、 これを良い機会にと

禁 煙 を して み ま した の で そ の 経 過 を 書 か せ て い た だ き ま す。

さて禁煙を思い立って始めた結果は？

１ 日 目 は お 昼 ま で は 我 慢 しま した が、
ご 飯 を 食 べ た 後 に 我 慢 し き れ ず、 「１ 本 く ら

い イ イ じゃ な い か、
い や だ め だ」 と考 え な が ら と う と う 吸 っ て しま い、 そ の 日 はそ の

後 も 吸い 続 け て しま い ま した。

２日目は午前 中か らすでに 「１本く らいイイ じゃん」 と言う気持ち がむく むく と頭

を 持ち 上 げっ い 吸 っ て しま い ま し た。

３ 日 目か ら は 「イ イ や 明 日 か らや め れ ば 良 い ん だ か ら」 と毎 日 吸 っ て しま い、 結 局

１ 週 間 た って も た ば こ の 本 数 は 減 り ま した が 達 成 はで き ま せ ん。
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そ してよ し今日か ら吸わない そと再度 気持 ちを切り替えて、 初日は吸いたくなると

ガ ム を 噛ん で 我 慢 し て、
何 とか や っ と と い う 感 じで １ 日 目 は ク リ ア しま した。

２ 日 目 は、
１ 日 目 ほ ど で はあ り ま せ ん で し た が、

ご飯 を 食 べた 後 や 飲 み 物 を 飲ん だ

後 は か な り 吸い た い 気 持 ち は あ り ま した が 我 慢 で き ま した。

３ 日目もご飯の 後などはやはりかなり吸いたい気持ちはあ りま したが我 慢できま し

た
。

４ 日 目 も 我 慢 で き ま した。

で も そ ろ そ ろ 原 稿 の 締 め 切 り が 迫 っ て い ま す、 こ のま ま 禁 煙 で き た の か 最 後 ま で 報

告 は で きま せ ん が、 そ の う ち お 会 い す る 機会 が あ れ
ば 結 果 は 確 認 して く だ さ い。

褻



（１２） （協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り

イ チ ロ ー につ い て

千葉市下水道局建設部 部長 前 田 正 啓

イ チ ロー を 見 る の が 楽 し み で あ る。

正 直 云っ て、 オ リ ック ス で プ レー して い る 頃は あ ま り 気 に な らな か っ た。

テ レ ビ中 継 が 少 な い せ い と、 地 元 球 団 の 千 葉 ロ ッ テ ばか り 注 目 し てい たか らで ある。

む しろ、 家 内 の 方 が フ ァ ン で、
「あ れ が イ チ ロ ーよ」 と 云 わ れ て 仕方 な し に 見 た 時 も、

守備体制もと らず、 打つまね をしたり足 首を回すな どして、 ふて ぶて しい感 じさえ し

た
。

野球に関する知識 も乏 しくそ の程度だからイ チローに関する知識 も当然無に近かっ

た
。

マ リナ ー ズ に 移籍 して か ら衛 生中 継 で 見 た。 驚 い た、 こ ん な 選 手 が 日 本 に い た の か

と 思 っ た。

打っ、 とい う よ り 激 しく
バ ッ ト で ボ ー ルを 叩 く、

ボ ー ルが 守 備 の 間 を狙 い す ま し た

よ う に 抜く、 足 が 速 い、 他 の 選 手 と １ 秒 違 う そ う だ。 見て い て わ か る。 盗 塁 も当 然 の
’

よ う にす る。 す
べ り こ む 姿 が ま た 格 好 い い。

守 備 も 足 が 速 い の で 捕 球 に 余 裕 す ら感 じる、
そ して 矢 の よう な、 かっ

正確 な 送 球。

打席に入る前の変わることのない一連の動作、 そ してふてぶて しく 感じたあの動き

も全 て 意 味 が あ っ た の だ。
あ らゆ る 動 き に備 えて の 準 備 体 操 だ っ た の だ。

野 球 の 醍 醐 味 は
、
バ ッ タ、

バ ッ タ と 三 振 を と る こ と、 ス
タ ン ドに 叩 き 込 む ホ ー ム ラ

ンよ り 他 に な い と 考 え て い た。
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単 打
、
内 野 安 打 な ど 馬 鹿 に し て い た。 アメ リ カ の フ ァ ンも 同 様 で あ っ た ろう。

そ れ が 今 や Ｍ Ｖ Ｐ の 候補 にあ る と い う こ と は、 や は り アメ リ カ ら しい。 質 の 高 い 野

球 と い う もの が 解 っ て い る の だ と 思 う。

彼 に はス ラ ン プ と い う も の が 無 い。 あ っ て も 短 期 間 で あ る。 ７年 連 続 首 位 打者 とい

う の がそ の証 明 で あ ろ う。

こ れま で に 見 た こ と が な い 完 壁 な 技 術 を 持 っ た 野 球 の 職 人 で あ る。 い や そ れ 以上 と

い っ て い い。

一 見、
無 口 で 普 通 の 若 者 の よ う だ が、 あ の 華 奢な 身 体 が ダ ッ グア ウ トか ら出 てく る

と年 甲斐も無く 胸がわくわくする。 もっと云え ば彼の動き には 「美」、 「美 しさ」 さえ

感 じ る。

他 の ス ポ ー ッ と 同 様、 野
球 も本 質 は 「打 ち」、

「走 り」、
「捕 る」 と い う 単 純 な ス ポ ー

ッ だ。
だ が
、
そ れ を 美 しい ま で に 完 壁 に こな す もの が い る。

見 る 者 の 心 に 「美」 を 感 じさ せ る 一 こ れ は 芸 術 で は な い か。

ま さ に 彼 の プ レー は 芸術 で あ る。 そ
う 思う の は 私 だ け だ ろ う か。

この文 を書き終え てすぐ、 彼 が首位打者と盗塁王の２冠を獲得 したニュ ースを聞い

た
。

彼 の 大 リ ー グ に お け る 挑 戦 は、
始 ま っ た ば か り で あ る が、 先 ず は 「お

め で とう」 と

心 よ り 云 い た い。

吻

翻



（１４） （協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り

郷 愁 の 民 家考

千葉市住宅供給公社 常務理事 道 塚 元 嘉

赤 蜻 蛉 は仲 秋 か ら しだ い に ふ え て き て、 驚 く ほ ど 群 れと ぶ 日 も あ る が、 っ いに 晩 秋

の 頃 に、 ま っ た く 見 えな く な る。 真 っ 青な 空、 落 日 に 染 ま っ た、 美 し い雲 がた な びく

虚 空を飛ぶ赤蜻 蛉はま ことに あわれ深い。 巨大な草屋根 をのせた民家 も、 夕 日に 映え

て 美 し い影 を 大 地 に 落 す。 そ んな し っ か り と した 民 家 に か け足 で 晩 秋 は し の び よる。

薄 暗く な っ た 屋 根 面 に、 赤 蜻 蛉 が 羽 を や す め、 や が て 飛 び去 って い っ た。 広 大な 民 家

の 中 で は、 夜 が 長 く な っ た の に 加 え 陽 気 が よ い の で、 燈 火 に集 ま っ て、 い ろ い ろ と 冬

も の の つ く ろ い、 針 仕 事、 あ る い は藁 仕 事 に精 を だす こ と が 多か った。 私
を 可 愛 が っ

てくれた母方の 祖母 が背をま るめ、 夜 おそくま で藁仕事 をしていた日の事を懐かしく

思 い 出 す。 そ ん な農 村 の原 風 景 も こ の とこ ろ す っ かり 見 ら れ な
く な っ た。

今か ら２年ほ ど前、 昔 の原 風景を連想さ せる美しい民家に接する機会があった。 そ

れ は山梨県の南部、 下部 町湯の奥にひっそりとたたずむ壮大な門西家住宅。 門西家は

江 戸時代に湯の 奥村の名 主を代々勤めるとと もに関守でもあった。 敷地 は集落のほぼ

中 央に位置 し、 東側に石垣を高く積み、 そのす ぐわきに入母屋造、 草葦 の主屋が南面

し て 建 っ て い た。 白 い 紙 障 子
が 板 壁 に 調 和 し て心 もな ごむ。

建 築年 代 は、 棟 札、 墨 書、 普 請 帳 な どが 発 見さ れな か っ た が、 構 造 手 法、 部 材 の仕

上 方などからみて、１８世紀初頭をくだらない と推定され、 山梨県下 でも古い民家の１

つ で あ るＧ

暗 い 台 所 に は、 中 央 や や 土 間 寄 り に 囲 炉 裏 が 切 っ てあ り、 こ の 北 側 に ２ 段 に 造り つ

け た 戸 棚 が ある。 そ の 上 に 神 棚 が 祭 られ、 門 西家 の 歴 史 を 重 ね て き た。 こ う した 精 神

り リ コ

的 な か か わ り あ い が、 民
家 の こ こ ろ を 連 綿 と 伝 え 残 す。

今 で は こ の 囲 炉 裏 も す っ か り

用 い られ なく な っ て しま っ た。 しか しそ の 起 源 は古 い。 火 を 焚 く 場 で あ る 炉 は 旧 石 器
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時代の遺跡にすでに存在 していた。 炉 が民家の囲炉 裏とどうっながるかは充分に解明

されていない。 囲炉裏は、 奈良盆地や大 阪平野など、 その存在が一部確認されていな

い 地 域 もあ る が
、
ほ ぼ全 国 の 民 家 に 存在 し て い た。 自 然 と そ こ に 人 が 集 ま る 囲 炉 裏 に

は、 不
思 議 な や す ら ぎが あ る。

天井は、 座敷 の小 屋梁上 と、 土間の一 部に丸竹を並べてあるほかは天井がなく、 見

事な小屋裏が 手にとるよう によく 見える。 広壮な民家 を構成する大切な柱。 その柱に

用い られている材種 は土間 回りが主に栗 材、 板間・座敷回りが主に栂材で、 仕上 げは

座敷回りの一 部を鉋としているが、 他は銃仕上 げであ った。 漆黒と した太い柱を 沈黙

の 静 寂 がや さ しく っ つむ。 こ う して ゆ っ た り と 時 が 流 れ てい く。
土 間 にあ る 大き なカ

マ ドは、 す で に 使用 さ れ て お らず、 遠 い 臼 を静 か に 回 想 して いる よ う に 見 える。 そ ば

に ある 素 朴 な か ま ど 神 に 守 られ て、 赤 々 と火 が焚 か れ て いた 昔 を、 お もわず懐 か しむ。９ ■ ■

今頃は巨大な 門西家の周辺に、：豊かな芳香の金木犀が 咲き乱れ、 ま もなく 民家も冬支

度 に 入 る。

人々 の心の中に永劫にいきっづける、 懐かしい原風 景のように、 協同組合千葉電設

協会の皆様方 が、 共通する 心を一っにま すます協力発 展し、 本市のより良き施設づく

り に 有 効 に 生 か さ れ て い き ま す よう お 願 い し た い も の で す。



（１６） （協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り

電 気 が 怖 い

㈱千葉市都市整備公社 総務課長 池 田 博

５０年近く 机の奥に しまわれたままの秘密 がある。

モーターを回すには当時、 変圧器で回転 を上げたり下 げたりして いた。 （電池 以外

で）

コイ ルを 巻 い て、
ぶ 一 う ん と音 を たて て 回 る モ ー タ ー を 兄 貴 た ち が 楽 しん でい た の

を見 て、 悪戯っ 子の小学３年 生は、 兄貴 たちが居ない間に勝手にモータ ーを取り 出し

て、 電 球 をソ ケ ッ ト か ら外 し て、 そ の ソ ケ ッ トに ２ 本 の コ イ ルを 差 し込 ん だ。

瞬 間 ビ ビビッ と し び れ が 両 手 に。 直 ぐ に 離 そ う に もや わ ら か いコ イ ル が 指 か ら 離 れ

な い。

や っ と の思 い で 指 は 離 れ た が、 コイ ル は ソ ケ ッ トに そ の ま ん ま。

これはたいへんな事になる／ どうすれ ば離すこと がで きるのか、 このままでは兄

貴たちに怒鳴られる。 男兄弟５人 の中で４番 目の小生、 兄貴たちの権限 は絶対に親よ

り 怖 く、 こ
の よ う な こ と が ば れ る ハメ にな っ た ら … き っ と

そ う だ と 思 い き や、
雑 巾を 手 に 巻 い て お も い っ き り コイ ル を引 っ 張 っ た。 こ の 時 も

前 よ り は小 さ く ビ ビと きた が、
夢 中 だ っ た。

濡 れ た 雑 巾 の お 陰 で 一 件 落 着。

あ の 時 の 冷汗 は
、
今思 い 出 し て も ゾッ とす る し、

事 故 が な く て 良 か っ た。

幼 稚な頃の完 全犯罪。

昔 は 停 電 は し ょ っ ち ゅ う で、
特 に 雷 様 が 出 没 す る と 聞 違 いな く や って く る。

停電となると青 光を出 して電柱の トラ ンス のヒュー ズが 飛ぶ。 電力会 社の職員でも
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な い 兄 貴 た ち が
、
電 柱 に ハ シ ゴを 掛 けて 登 っ て は ヒ ュ ー ズ （荷 札 の線） を 新 し い の に

変 え て い た。

雨 が 小 降 り にな る ま で は ヒ ュ ー ズ交 換 は しな いの で、
暗闇 で ロ ーソ ク を 灯 し て我 慢

強 く 待 っ て いる 時の 心 細 さ、
ぱ 一 と 明 るく な っ た 時の う れ しさ。 電 気 はな ん て有 り 難

い ん だ ろ う。

で も 電 気 は怖 い。 最 近、 庭 の 照 明 工 事 の と き 差 し込 ん だ ま ま コ ー ドを ペ ンチ で 切 っ

た 時、 ボッ と 音 が し、
ペ ンチ の 歯 が 欠 け て い た。 や は り 俺 は 電 気 は 駄 目 な の だ。

先日、 幸 町のとこ ろで台車 を高く しその上で電線に ぐる ぐるテー プを巻いている人

が い た
。
カ ラ ス は 平 気 で電 線 に 居 る が な ぜ 安 全 か ？ 理 屈 は わ か って も電 線は苦 手 だ。

だ か ら
、
パ ソ コ ン の説 明 を何 度 聞 い て も理 解 で き なく て 困 っ た の は、 年 の せ い で は

な く
、
昔 の い た ず ら で 思 い 知 らさ れ た電 気 への 恐 怖 心 のせ い だ と 思 っ て い る。

克 服 す る 方 法 が あ っ た ら ご伝 授 願い た い。
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私 の 右 腕 Ｄ Ｅ Ｌ Ｌ３７００

㈲石本電設工業 鎌 田 雄 二

組 合 員 の 皆様、 青 年 部 の部 長在 職 中 に は、 公 私 共 に お 世 話 に な り ま した。 お か げ さ

まで青年部の活動 も小川部長、 上村、 染谷両副部長を中心に益々充実 しておりま す。

こ の た び投 稿 の 機 会 を いた だき ま し た の で、
駄 文 で は あ り ま す が 目 を通 して い た だ け

れ ば 幸 い で す。

私 が は じめ て コ ン ピュ ー タ ー を 手 に し た の は１７年 前 で した。
現 場 の 仕 事 を 一 通 り教

わ り
、 積 算

を 勉 強 して い る と き で し た。 拾 い、 集 計、 値 入 れ と 同 じ作業 の 連続 で した。

社 長 に コ ン ピュ ー タ ー 導 入 の 提 案 を した と こ ろ、 す ぐ に 許 可 が で た の で、 早
速 プロ グ

ラ マ ー と 打 ち 合 わ せ に 取 り 掛 か り、 積 算 の ソ フ ト が 完 成 しま し た。 今 ま で の 半 分 の 時

間 に 短 縮 さ れ ま し た。

今度 はＣＡＤを導入 しようと考え、 資料を集めた ところ、 価 格が前回とは一桁違っ

て いま し た。 そ れ で も 導 入 の 許 可 は す ぐに 出 ま した。 設 計 担 当 の Ｔ が 中 心 に な り Ｃ Ａ

Ｄ 室 を立 上 げま し た。 で も こ れ が 大 失 敗 で した。 ＣＡ Ｄ の 建 築 図 の 割 合 が 少 な か っ た

の です。 今 で は、
ほ と ん ど の 図 面 が Ｃ Ａ Ｄ で 描 か れ て い る の で、 建 築、 設備、 電 気 の

図面 を Ｃ Ａ Ｄ に取 り 込 ん で、 シ ャ フ ト や 天 井 の 取 り 合 い か ら、 全 体 図、 詳 細 図 の 描 き

分 け も思 い のま ま で す が、
当 時 は建 築 図 の ト レー ス か ら始 め な け れ ばな ら ず、 余 分 な

時間 が 掛 か り ま した。

こ の よ う に 成 功 と 失 敗 を経 て、 現 在 は 社 員 に １ 台 ず っ コ ン ピュ ー タ ー を 持 たす よう

に な り ま した。 私 の コ ン ピュ ー タ ー に は ＣＡ Ｄ、 表 計 算、 ワ
ー プロ、 内 線 規 定、 カ タ
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ロ グ
、
地 図、 写 真、 過 去 の 図 面 と 書 類、 そ して 先 輩 が た の 経 験 が 入 っ て い ま す。 社 内

ＬＡ Ｎ の 活用 で 社 員 もそ れ を 手 に す る こ と がで きま す。 ま たイ ンタ ー ネ ッ ト で 社 外 の

情 報 も 取 り 入 れ る こ と が で き ま す。

こ れ か ら の 取り 組 み と して、 Ｉ Ｓ Ｏ の 取 得 を考 えて いま す が、 社 内Ｌ ＡＮに よ る デー

タ の 共 有 と作 業 の 省 力 化、 均 一 化 が Ｉ Ｓ Ｏ 取 得 の 第 一 歩 に な る こ とで しょ う。

業 務 の Ｏ Ａ 化 と Ｉ Ｓ Ｏ の 取 得 は こ れ か ら の 青 年 部 事 業 の 中 心 にな る で し ょう。 そ し

て、 青 年 部 の 一 人 一 人 が、 各 社 の 社 長 様 の 右腕 に な っ て 業 界 が 発 展 しま す よ う に、 組

合 員 の 皆 様 と 応 援 し てい きた い と 思 いま す。



（２０） （協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り

Ｓｍａｒｔ Ｓｏｌｕｔｉｏｎｓ ｂｙ ＮＡＩＳ

松下電工㈱ 千葉電材営業所 所長 高 橋 康 文

先 ずは千葉電設協会 の皆様には日頃は弊社商品に対 し格別の ご愛顧 を賜り誠 に有難

く厚く御 礼申し上げま す。

さ て 表 題 の 件 です が・ 弊 社 の新 し い
“会 社 ス ロ ー ガ ン” で す。 松 下 電 工 で は 社 会 ト

レ ン ドを 的 確 に と らえ た 商 品 や サ ー ビ ス を 通 じて、 お 客 様 の 暮 ら し を豊 か に す る 「快

適 環境」 を 創 造 して き ま し た。
そ し て、 Ｉ Ｔ 革 命、 少 子 高 齢 化 社 会、

地 球 環 境 問 題 な

ど社会の構造が大きく 変化しよう としている今日、 「住まい」 か ら 「暮 らし」 へと 視

点 を 高 め、 Ｉ Ｔ 関連 ソ フ ト事 業、
介 護 関 連 事 業、 環 境 関連 事 業 な ど新 しい 価 値 の 創 造

に 積 極 的 に 取 り 組 んで い き た い と思 っ て お りま す。
「ハ ー ド＋ ソ フ ト ＋ サ ー ビス」 が

一 体 とな っ た、 よ り 魅 力 あ る ソリ ュ ー ショ ン ビジ ネ ス を 提 供 す る
“ス マ ー トラ イ フ創

造 コー ポ レ ー シ ョ ン
” を 目 指 し て い ま す。 具 体 的 に 電 材 分 野 で は 大 き く ３ っ の こ と を

現在 進 め て お りま す。

まず一 つは電材分 野の組織を照明・情報機器の二っの事業分社と営業を担当 する電

材分社に 分社化 しま した。 電材分社は 「お客様の求めているものは何か」 をより市場

寄 り に 営 業特 化 す る こ と で、 従 来 の プ ロ ダク ト ア ウ トの 考 え か ら マ ー ケ ッ ト ア ウ トの

発想に転換するための 分社です。 そ のため従来は本社のある大阪の門真で考え製造 し

て い た も の を、 日本 の マ ー ケッ トの 中 心 で ある 東 京 に 電 材 マ ー チ ャ ン ダイ ジ ン グ （Ｍ

Ｄ） 企 画 部 を新 設 して、
今 ま で と 違 っ て組 織 的 に 市 場 の ニ ー ズ を 捉 え、 マ

ー ケ テ ィ ン

グ し、 品 揃 え す る と い う 市 場 か らの 発 想 に よる 商 品 作 り を 目 指 して い ま す。 二 つ 目 は
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９月 か ら全 国の各電 気工事業工業組合様が主催でス トック需要 め創 出とその 施主様の

生涯顧客化 を目的と して 「でんき元気」 運動を展開されます。 そ の活動に対 して全日

電工連様・全 日電材 連様・電力会 社様と呼応して支援 してまいりたいと思っ ておりま

す。 このキャ ンペー ンで電気工事 会社様が従来の工務店様の関係業者という立場 では

なく、 元 請 け業 者 と し て ソ リュ ー シ ョ ン 営 業 の き っ か け づ く り に しよ う と 全 日電 工 連

様 は 考 え て お られ ま す。 そ して 三 っ 目 は 電 材 流 通 業 界 の Ｉ Ｔ 化 の お 手 伝 い と して 工 ・

販 ・ 製 を 結 びっ け る Ｗ ｅ ｂ電 材 情 報 サ ー ビス を 近 々 ス タ ー ト さ せ、 皆 様 へ の サ ー ビス

向 上、 生 産 性 の 向 上 を 図っ て参 り た い と 準 備 を 急 ピッ チ で 進 あ て お り ま す。

千葉の営業所 も昨年９月 に従来 の祐光より海浜幕張前のＷＢ Ｇウエス ト様 の３３階に

事務所移転を して心 機一転２１世紀 をスタートさ せま した。 業界の発展と協会の皆様の

お仕事に少 しで もお役 に立てるよ う活動してま いりますので今後と も宜 しく お願い申

し 上 げ ま す。

愚
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賛助会員名簿

資材購入等は賛助会員にお願い致しましょう
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２－４－１

０４３－２４２－８！４１

０４３２４２－８１４８

新 東 京 電 材 ㈱
千 葉 営 業 所

常 務 取 締 役
川 崎 忠 雄

２６０－

０８４３
千 葉 市 中 央 区 末 広 ３－５－７

０４３－２６４－１１２１

０４３－２６４－１１２６

ミ ツ ワ 電 機 ㈱
千 葉 特 機

営 業 所 長
榊 忠

２６０－

００２４

千 葉 市 中 央 区 中 央 港

２－５－１２

０４３－２４５－２３００

０４３－２４４－４３８３

ト シ ン 電 機 ㈱ 千 葉 営 業 所 長 関 根 誠
２６４－

００３６

千 葉 市 若 葉 区 殿 台 町

１２４番 地 １ 号

０４３－２５３－４６３１

０４３－２５３－１３１９

藤 長 電 気 ㈱ 東 関 東 支 店 長 小 林 暁
２６３－

００４２
千 葉 市 稲 毛 区 黒 砂 １－５－１４

０４３－２４１－２５５２

０４３－２４１－２４７２

㈱ 村 田 電 機 製 作 所 千 葉 支 店 長 藤 川 裕
２６０－

０００７
千 葉 市 中 央 区 祐 光 ４－９－１

０４３－２２２－７７６５

０４３－２２２－１８８０



（協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り （２３）

弱電部門

会 社 名 代 表 者 名
郵便

番号
所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

ア イ ホ ン ㈱ 千 葉 営 業所 長 苅 谷 浩 司
２６４－

００３２

千 葉 市 若 葉 区 み っ わ 台

２－３４

０４３－２５６－４４４１

０４３－２５６－４８００

ア オ バ 通 信 ㈱ 代 表 取 締 役 岩 崎 良昭
２６４－

００２２
千葉市若葉区桜木町５１１－１３

０４３－２３２－１２００

０４３－２３１－９０９９

千 葉 ア ン テ ナ 工 事 ㈱ 代 表 取 締 役 矢 野 喜 愛
２６０－

０８３２
千 葉 市 中 央 区 寒 川 町 １－２１４

０４３－２２４－４３３１

０４３－２２４－７９０７

千 葉 デ ー タ 通 信 ㈱
代 表 取 締 役

社 長
久 我 康

２６０－

００１７

千 葉 市 中 央 区 要 町 ２－１

ウ オ ン ズ 東 千 葉２０１

０３０－２２１－００８１

０３０－２２１－００８２

Ｄ Ｘ ア ン テ ナ ㈱ 千 葉 営 業 所 長 平 原 俊 和
２６４－

００２６

千 葉 市 若 葉 区 西 都 賀

２－２０－４

０４３－２５３－１１２１

０４３－２５３－１１９４

宮 川 電 気 通 信 工 業 ㈱ 代 表 取 締 役 宮川 欣丈
２６０－

００１８
千 葉市中央 区院内 １－２－１

０４３－２２５－１３１１

０４３－２２２－１３３０

㈱ 千 歳 防 災 社 千 葉 支 店 長 田中 孝治
２６４－

００１７

千葉市若葉 区加 曽利 町

９３４番地の ６

０４３－２１４－５６８５

０４３－２１４－５８１７

ニ ッ タ ン ㈱ 千 葉 支 店 長 水 口 敬 伸
２６２－

００３３

千 葉 市 花 見 川 区 幕 張 本 郷

５－１２－５

０４３－２７５－７５７６

０４３－２７５－０１４０

能 美 防 災 ㈱ 千 葉 支 社 長 岡 繁 雄
２６０－

０８２１
千 葉 市 中 央 区 若 草 １－２ －１２

０４３－２６６－０３０３

０４３－２６６－０３４４

ホ ー チ キ ㈱ 千 葉 支 社 長 秋 光 勲
２６０－

００２１
千 葉 市 中 央 区 新 宿 ２－３－６

０４３－２４１－５５９６

０４３－２４７－７４４９

照明部門

会 社 名 代 表 者 名
郵便

番号
所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

岩 崎 電 気 ㈱ 千葉営業所長 武石 安正
２６０－

０８３４
千 葉市中央 区今井３－１４－２

０４３２６４－６３５５

０４３－２６３－５７６１

小 糸 工 業 ㈱ 千 葉 営 業 所 長 石 井 忠 義
２６０－

０８５４
千 葉 市 中 央 区 長 洲 ２ －１３－６

０４３２２２－９１２６

０４３－２２７－４０８１

東 芝 ラ イ テ ッ ク ㈱ 千葉営業所長 朝倉 宏行
２６０－

００２６

千 葉市中央 区千葉港 ４－３

千葉県経営者会館４Ｆ

０４３－２４７－７２１０

０４３－２４７－５４１１

松 下 電 工 ㈱
千 葉 電 材

営 業 所 長
高 橋 康 文

２６１－

７１３３

千 葉 市 美浜 区 中 瀬２ 丁 目６ 番 地

ＷＢＧウ エス ト３３Ｆ

０４３－２９７－５５３１

０４３－２９７－６１０１

＊各部 門五十音順に掲載

＊太字 は広告掲載会社



（２４） （協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り

一総会報告一

第１７回 通常総会開催

第１７回通常総 会が５月２８日午後２時３０分より千葉市内の ぱるるプラザちばにおいて

組 合員７３名 （委 任状を含む） 出席の もと開催された。

総会議案審議 に先立ち挨拶に立った岩崎理事長 は、 本総 会で勇退する意思を表明し、

５期１０年間にわたる理事長としての組合活動の中で、 千葉 市 ご当局のご指導、 ご支援

及び組合員に対し永年の協力に感謝の言葉を述 べられた。 又激動の中だか らこそ新 し

い風を送り改革を進め、 組合成長を期待する と挨拶さ れた。

次に議案審議に移り、 平成１２年度事業経過報 告、 同収支 決算報告、 監査報告、 平成

１３年度事業計画案、 同収支予算 案、 定款の一 部改定案 （役員の定数変更） は全会一致

で可決承認された。 続いて任期 満了に伴う役員改選では、 染谷理事、 小川理事、 佐 藤

理事 は退任され岩 崎前理事長 は常任顧問に就 いた。 新理事長には理事の 互選 で㈱光栄

電設工業の好地社長 が選 出され た。

引 き続き、 建築部より建築設 備課組織と今 年度の主な工事概要の説明会が開かれた。

総会終了後、 千葉市長代理や 鶴岡前助役をは じめとする千葉市や、 外 郭団体幹部、

千葉 県中小企業団 体中央会、 関係団体のご来賓をお招き して 総勢１４０名 の 出席 の もと

懇親 会が開催され た。

席 上、 好地新理 事長は 「我々 新理事は千葉電設協会の基 本理 念 に基 づき、厳 しい 環

境 下 で 始ま っ た ば か り の２１世紀 に お い て、 こ れ ま で 築 い て 来 た 路 線 を 汚 す こ と な く、

千葉 市と共に歩 みながら組合発展に鋭意努力する所存でい る。 な お一層の理解と協力

を賜 りたい。」 と抱負を述べた。 ま た政令指定都市以 降か ら１０年 目を 迎え た 県都千 葉

市 の 新 総 合 ビジ ョ ンに 触 れ、 計 画 に 盛 り 込 ま れた 施 策 推 進 の た め、 全 面 的 に 協 力 して

いく 方 針 を 話 さ れ た。

市 長代理三幣建築部長や、 鶴岡前助役の祝 辞を賜りな がら懇親会は６時３０分に盛会

裡に解散 した。 （滝口勝征）



（協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り （２５）

新 役 員

役 員 名 氏 名 会 社 名

理 事 長 好 地 宏 株 式 会 社 光 栄 電 設 工 業

副 理 事 長 徳 久 昌 之 城 南 電 設 企 業 株 式 会 社

〃 小 泉 嘉 規 アイ シ ン電 気 工 事 株 式 会 社

理 事 宍 倉 昌 信 昌 信 電 機 工 事 株 式 会 社

〃 伊 藤 征 司 伊 藤 電 業 株 式 会 社

〃 滝 ロ 勝 征 滝 口 電 気 工 業 株 式 会 社

〃 久 保 昭 雄 北 陽 電 機 産 業 有 限 会 社

監 事 岩 井 良 之 旭 電 工 株 式 会 社

〃 安 藤 文 隆 安 藤 電 気 工 事 株 式 会 社

常 任 顧 問 岩 崎 興 二 千 葉塚 田電 気 株 式 会 社
一



（２６） （協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り

青年部活動について
青年部 部長 小 川 力

（高率電設株式会社）

青 年 部 も、 設 立か ら こ の１０月 で ち ょ う ど２ 年 と な り ま す。

３年目の 今年 は春の総 会において新役員も決ま り新たな気持ちで 会を盛り上 げてい

く こ と と な り ま した。

私たち青年部 も会の発 展の為、 ひい ては皆様の事業の発展の為、 少 しで も寄与 でき

れ ば と 思 っ て い ま す。 ま
た “継 続 は力 な り” と言 う 言 葉 が あ っ た と 思 い ま す が、 巷 の

青年部といわれる会の幾 らか は、 先細 りのよう に活動が縮小 していって しまった と言

う こ と も 聞 か れ ま す。 当 青 年 部 はこ の よ うな 事 がな い よ う に、 こ れ か ら も活 発 な 活 動

を維持 していきます。 また これに は親 会の皆様のご協力が無く てはな しえないこ とで

あ り
、
こ れ ま で と 同 様 に ご指 導、 応 援 を お 願 い 致 し ま す。

今 年 度
、
主 に 実 施 した 行 事 と、 こ れ か ら の 実施 活 動 は 次 の 様 に 予 定 して い ま す。

会員の皆様の ご理解及 び積極的な参 画、 参加によ りこれらの活動を成功させて行 き

た い と 考 え て お り ま す。

月

月

只
Ｕ

７

９月

１１月

１２月

１～ ２月

総 会

パ ソ コ ン講 習 会

照度計算ソフ トの紹介な ど

パ ソ コ ン講 習 会

エク セルを中心と した講習会

勉強会、 原子力発電所の見学な ど

ボー リ ン グ大 会

消 防関連の講習会

毎月 の役員 会開催



（協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り （２７）

当青年部の会員は 現在３４名 にな りま すが、 ま だ参加されていない御会社の参加 も合

わせ て お 願 い 致 しま す
。

第３回通常総会

Ｈ１３年 ５月２９日

癒

グリー ンタワーパレス千 葉 にて

パ ソ コ ン 講習 会

Ｈ１３年 ９月１８日

．
蕪
℃

組合事務 所にて



（２８） （協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り

平成１３年度経営研修会

及び懇親会開催

１０月１９日 み つ わ 台 公 民 館 に お い て、 市 幹 部、 組 合 員、 賛助 会員 参 加 の 元、
経 営 研 修

会 が 開 催 さ れ ま した。

講 師 は、 平 成１０年 に 『民 家 の 心』 と 言 う テ ー マ で 御 講 演 をい た だ き、 皆 様 か ら 大 変

御好評を得ま した千葉市住宅供給公社常務理事道塚様に再登場をお 願い致しま した。

道塚様は、 今般日本建築士会連合会賞の中で特別賞を全 国でただ一人受賞されました。

皆様に報告と共に祝福を致 しました。

今回は 『連綿と生きっ づける住ま いの心」 をテーマに御講演を頂 きま した。 私 たち

組 合 員 もス ライ ドを 見な が ら 真 剣 に 聞 き 入 り、 こ の は ぐく ん で き た 民家 の 文化、 民 家

の 気 持 ち を 知 る こ と によ り、 少 し で も 私 達 の 心 を 養 う こ と に 結 びっ い た事 と思 わ れま

す。 道塚様 には貴重な 時間を割いて御 講演を賜り感謝申 し上 げます。

続 い て、 殿 山 ガー デ ン で 鶴 岡市 長 の 御 挨 拶 を 頂 き、 和 や か に 懇 親会 が開 か れま した。

千葉県配電盤協会会長和 田様 の締めで ７時３０分解散致 しま した。

（徳久昌之）

獺
興 甥蟹麟

麟繍繍 徽奮鈴鰍

藻夢購



（協）千葉電設協会だより （２９）

第４６回 ゴルフコ ンペ開催

平 成１３年 ４月１９日、 京 カ ント リ ーク ラ ブに て 参 加 者２０名 ５ 組 に て 開催 致 しま し た。

あ い に く の 雨 で皆 さ ん、 悪 戦 苦 闘 し て い ま した が、 コ ー ス に の ま れ る こと な く、 持ち

前 の 根 性 と 脇 の 良さ で 難 なく ホ ー ル ア ウ ト して 来 ま した。

年 ２ 回 行 わ れ る こ と が 出 来、 そ れ が ま た、 次 回 に 続 く のだ と 思 い ま す。

記 念 す べ き５０回ま で あ と 少 し、 皆さ ん 頑 張 り ま しょ う。

優 勝

２ 位

３ 位

アイ シン電気 工事

ＯＵＴ ５３ １Ｎ ４７

松 下 電 工

東 陽 電 気 工 事

小泉社長

（ＨＣ ２２）

高橋所長

佐藤社長

ＮＥＴ ７８



（３０） （協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り

第８回麻雀大会開催

今年の夏は猛暑で大変なところ皆さん暑いのに多く の方々 が参 加し、 和やかなムー

ドの 中、 錦
こい で 恒 例 の 麻 雀 大 会 が 開 催 さ れ ま した。

昼食にカッ丼 （勝負にカッぞ～／） 天丼 （勝負は天 にまかせた ぞ～／） とそ れぞれ

の 想い で お 腹 に 納 め、 さ ～ ス タ ー ト で す。

勝負 に 賭 け る この 気 迫 は 今 年 の 猛 暑 よ り 熱く、 暑 い 空 気 が 流 れ る 中、 行 わ れま した。

１ 回戦、
２ 回戦、 ３ 回 戦、 決勝 戦 と 時 の た っ の も 忘 れ、 ア ッ ／ と 言 う 間 に 優 勝 が

決ま り ま した。

優

２

２

勝

位

位

北 陽 電 機 産 業

協 同 電 業 社

進 和 電 気

石塚 芳光さん

久木田友教さん

小野田藤蔵さ ん

次 回 も連 勝 め ざ して 頑 張 っ てく だ さ い。

８ 月２４日 錦 こ い に て



（協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り （３１）

『
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災害対策連絡網について

協同組合千葉電 設協会では協 同組合千葉設備協会と協同で平成１０年８月

２６日に千葉市と協定 書を結びま した。 内容は 「災害時における応急設備工事

等の協 力に関す る協 定」 でありま す。 具体的に は災害時の緊急対応という よ

り万が 一被災した後 の応急処置に対する工事の協力と理解 して下さい。

千葉 市より要請を受けた時、 組合員 はその要請 に対応いた します。 日頃の

備えと して、 組合は災害対策連絡網を はじめと した次の事を 組合員 の協力 を

得 て整 備 して お りま す。

１． 災害対策連絡網 は毎年記載内容の変更等の 更薪 をしていま す。

２、 更 新された災害対策連絡網を毎 年全組合員 に配布 していま す。

万 が 一 の 時
、
社 内 で 分 か る よ う ご 指 導願 い ま す。

３． 人材、 資材、 機 材等 の供給体 制を全組合員 全体で確立しております。 今

年度中に変更内容 を確認し更新 しま す。

４． 万が一要請 （通 常は文 書でき ます） があったときは、 応急処置の工事を

行い、 決まった書 式の完 了報告 書や事故報告書等提出することになってい

ま す。

分か らない こと は事務局ま で申し出ください。

備 え あ れ ば 憂 い な し

災害 時の対応を会 社や ご家庭で話 し合われていますか…？

こ の 機 会 に 再確 認 し て 身 近 な と こ ろ か ら備 え ま しょ う。
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事 務 局 だ よ り

罰 言卜 報

（組 合 員）

● ・㈲ 東 電 工 ㈱ 代表 取締役 鈴 木 弾 政 様

平成１３年 ３月１３日 享年６０才

● 千 葉 電 気 工 事 ㈱ 営業部長 君塚信義 氏

平成１３年 ５月１０日 享年８２才

● ㈱ し ま で ん 営業 担当 島田捷 秀 氏

平成１３年１０月６日 享年８１才

謹んでお悔 やみ申し上 げます

御尊父 省 司 様

御母堂 敏 子 様

囹 新規加入組合員

（組 合 員）

○ 京葉電材サー ビス株式会社 代表取締役 梁 取 優 氏

（住 所） 千 葉市緑区平山町６６４番地

（Ｔ Ｅ Ｌ） ２９２－６７３８ （Ｆ Ａ Ｘ） ２９２－６７８９

囹 住所変更

（賛助会員）

Ｈ１３． ４月 株式会社 千歳防災社

（新） 千葉市若 葉区加 曽利 町９３４番地の６

（Ｔ Ｅ Ｌ） ２１４－５６８５ （Ｆ Ａ Ｘ） ２１４－５８１７

千葉支店長 田中孝治 氏

（旧） 千葉市緑 区誉 田町２丁 目２１番地９９４

代表取締役 田中公平 氏
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圏 社名変更

（賛助会員）

Ｈ ８． ５月 （新） ト シン電機株式会社 （千葉市若葉 区殿台町１２４番地１号）

千葉営業所長 関 根 誠 氏

（旧） 千葉トシ ン電機株式会社

千葉営業所長 野 間 久 生 氏

Ｈ１２． １１月 （新） 新東京電材株式会社 （千葉市中央区末広３丁目５番 ７号）

（旧） 東京電材株式会社

圏 代表者変更

（組 合 員）

Ｈ１３． ３ 月 株 式 会 社 しま で ん

（新） 代表取締役

（旧） 代表取締 役

（賛助会員）

Ｈ １２
． ６ 月

Ｈ：１３． １ 月

Ｈ：１３． １月

Ｈ１３． ２ 月

Ｈ１３． ４ 月

松下電工株式会社

（新） 千葉電材営業所長

（旧） 千葉電材 営業所長

株式会社 愛知電気製作所

（新） 千葉営業所長

（旧） 千葉営業 所長

中立電機株式会社

（新） 千葉営業所長

（旧） 東 関東支 社長

小糸工業株式会社

（新） 千葉営業所長

（旧） 千葉営業所長

ホーチキ株式会社

（新） 千葉支社長

（旧） 千葉支社長

氏

氏

亮

治美

納

田

［
］

白
雨

十
〃

山
陽

高 橋 康 文 氏

岩 本 雅 充 氏

柘 植 和 光 氏

吉 岡 宏 氏

浅 井 祐 一 氏

柴 山 喜 次 氏

石 井 忠 義 氏

篠 崎 正 彦 氏

氏

氏

勲

郎達

光

浦

秋

松
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Ｈ：１３． ４ 月

Ｈ１３． ５月

Ｈ１３． １０月

Ｈ １３
．
１０月

ミ ヤコ電機 株式会社

（新） 千葉営業所長

（旧） 千葉営業所長

ニ ッ タ ン 株 式 会 社

（新） 千葉支店長

（旧） 千葉支店長

光良ナショナ ル電材株式 会社

（新） 千葉営業所長

（旧） 千葉営業所長

東 芝 ライ テ ック 株式 会 社

（新） 千葉営業所長

（旧） 千葉電 設営業所長

氏

氏

男

男

富

幸

藤

村

安

下

氏

氏

伸

生

敬
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口

田

水

成

氏

氏

卓

秀政

本
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松

中

氏

氏
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囹 退 会

（組 合 員）

○ ㈱ 優 衡 電 設 平成１２年１０月１９日付 にて退会さ れま した。

○ 共和電気工業㈱ 平成１３年２月２８日付 にて退会さ れま した。

（賛助会員）

〇 三邦電機工業㈱ 平成１３年６月 ６日付にて退会さ れま した。

○ ㈱大東電機製作所 平成１３年８月 １日 付にて退会さ れま した。

圏 第１０回千葉市優良工事請負業 者決 定

平成１３年１１月１６日千葉市中 央区千葉港の 「ポートプラ ザち ば」 にて、 本組合員 の

下記の方が受賞されます。

受賞者 株式会社 光栄電設工業

株式会社 橋本電業社

一 おめでとうございます 一
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告報果結札入
舳田卜臨Ｈ

単位 ：千円

落 札 日 工 事 件 名 社 名 落 札 金 額

Ｈ１２．１１． ９ 新 宿 公 園 プ ロ ム ナ ー ド ・ 道 路 照 明 工 事 新 東 電 設 工 業 ４５
，
０００

１５ 弁 天保育所・調理室改修電気設備工事 安 藤 電 気 工 事 ５
，７００

２０ 郷 土博物館・耐震改修電気設備工事 （都市） 昭 永 電 設 ８８
，
５００

２９ 千 葉茂原線 ・道路照明灯設置工事 （その２） 千 秋 電 気 ３
，
９５０

３０ 都 賀小学校 ・照明改修工事 聖 電 社 ７，４９１

〃 道 路照明灯 補修工事 （その２） 千 葉 電 気 工 事 ２３，５００

Ｚノ 国 道１６号 他 ２ ・ 道 路 照 明 灯 設 置 工 事 カ タ デ ン １１，０００

〃 市道・道路 照明灯設 置工事 京 葉 工 業 １４，０００

〃 中 継 ポ ン プ 電 気 設 備 工 事 京 葉 エ フ・ディ・ケ ー ７，６００

１２． ２ 道路照明灯補修工事 （そ の１） 広 尾 電 設 １１
，０００

６
積橋小学校他 １校・ 非常用給 水電気設 備工

事
東 和 電 気 工 事 １０，５４４

ノ「！
真砂第五小学校他１校 ・非常用 給水電 気設

備工事
染 谷 電 気 商 会 １０

，
４００

１２
千草台中学校他２校 ・カウ ンセリ ングルー

ム整備電気設備工事
酒 井 電 気 商 会 ３

，３００

１３
土 気小学校他１校・非常用給水電気設 備工

事
千 葉 電 建 １２

，
２５０

〃
更 科小学校他１校・非常用給水電気設 備工

事
北 進 電 設 １２

，
７５０

１９
磯 辺茂呂町線 （赤井地区） 道路照明灯設置

工 事
北 陽 電 機 産 業 ３

，
４８０

２０ 千 葉港黒砂 台線・道路照明工事 粟 飯 原 電 気 １４，！５０

！ノ 柏 台小学校 ・大規模 改造電気設備工事 吉 田 電 設 ２８，５００

！ノ
幕 張町弁天 町線 （花園地区） 他１・道路照

明灯設置工 事
陣 野 電 設 ６，０００

Ｚノ 幕 張 町 弁 天 町 線 ・ 同 工 事 （そ の ２） 黒 田 電 気 商 会 ７
，
２００

２５
東部土木事務所 （仮 称） 新築 電気設備 工事

（都市）
関 工 電 設 工 業 ７６，０００
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落 札 日 工 事 件 名 社 名 落 札 金 額

Ｈ１３．１．２９
中央卸売市場水産物部・低温卸売場電 気設

備工事
水 沼 電 業 社 １３

，
５００

３． ２２
東 南部 ３号線 ・昇 降機設 置電 気設 備工 事

（緑区千 葉東南部地区３－５６街区他１ヵ所）
セ イ コ ー 電 設 ８

，
３００

〃
Ｊ Ｒ鎌取駅 自由通路 ・昇 降機 設置電気 設備

工 事 （緑区 鎌取 町７８７）
北 進 電 設 ３，０５０

ノノ
幕 張本郷駅前歩行者 デッキ ・昇降機設 置電

気 設備工事
松 戸 電 気 ２，７

００

５． １５
金親 町６４号 線歩道設 備に伴う電気設備移設

工 事
し ま で ん ２，７９０

３Ｑ 稲 丘小学校 ・大規模改造電気設備工事 橋 本 電 業 社 ３６，３８０

〃 み っ わ 台 中 学 校 ・ 同 工 事 聖 電 社 １６，９００

ノノ 誉田小学校 ・構造改修電気設備工事 伊 藤 電 業 ３０，０
００

〃 仁戸名小学校・同工事 千 葉 電 建 １６，０００

ノノ 高 洲 第 一 中 学 校 ・ 同 工 事 笈 川 光 和 電 気 １２，０００

６
．
１１
幕張西中学校・夜間照明灯設置電気設備工

事
大 秋 電 気 工 業 ５１

，
５００

１２ 横戸小学校・内部改造 二期電気 設備工事 広 尾 電 設 ２，５５０

１３ 大宮台小学校・大規模 改造電気 設備工事 冨 田 電 機 工 業 ３４，２００

〃 幕 張 小 学 校 ・ 同 工 事 大 東 電 設 ２４，５００

〃 千城 台西中学校 ・構造 改修電気設備工事 進 和 電 気 ６，１００

１５
中 央卸 売市 場・ 特 別高 圧変 電所 改修 工 事

（公募型）
粟原工業・栄光社ＪＶ ６億８９

，
９００

７． ３ 黒 砂 ポ ン プ 場 外 ・ 水 位 計 設 置 工 事 新 千 葉 電 設 ３，３００

４
若松 中学校他 １校・高 圧ケー ブル改修工事

（都市）
陣 野 電 設 ５，７００

〃 花見川第二小学校他１校・同工 事 （都市） 染 谷 電 気 商 会 ５，５００

１０ 花園小学校・外部改造電気設備工事 染 谷 電 気 商 会 ３，６８０

１７ 幸町第一中学校・受変電設備改 修工事 粟 飯 原 電 気 ２，７９０

〃 本 町 小 学 校 ・ 同 工 事 双 葉 電 設 ２，７８０

１８
検見川浜第一自転車駐車場・新 築電気設 備

工事
東 陽 電 気 工 事 ２９

，
８００

Ｚノ 磯辺第一中学校・照明 改修工事 大 東 電 設 ９，２５０
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落 札 臼 工 事 件 名 社 名 落 札 金 額

Ｈ１３。７．２６ 加
曽利 町公園 （仮称） 照 明灯設備 工事 双 葉 電 設 ５

，
１０Ｑ

８．７ 千城台北小学校 ・受変電 設備改修 工事 進 和 電 気 ３，０００
　

８ 幸町第一小学校 ・照 明改 修工事 新 千 葉 電 設 ６
，
９００

〃 花見川第二中学 校・同工 事 笈 川 光 和 電 気 ８
，
０００

ａ２ 市立青 葉病院・ 駐車場新築電気設備工事 千 葉 電 気 工 事 ９０，０００

２３ 檀橋公 園再整備電気設備工事 京 葉 工 業 ６
，
６９０

〃
稲毛海 浜公園・プール管理棟改修電気設備

工事
大 信 電 業 ３２

，
０００

９
． ５

花島公園・お花見広場照明灯設備工 事 （そ

の２）
京 葉 工 業 ４

，
６００

〃 長 沼 船 橋 線 ・ 道 路 照 明 灯 設 置 工 事 カ タ デ ン ４，４００

／ノ 花 見 川 老 人 セ ン タ ー ・ 改 築 電 気 設 備 工 事 黒 田 電 気 商 会 １３，９０
０

〃 市営住宅 白旗団地 改善事業 電気 設備 工事 協 同 電 業 社 ３０，０００

１２ 浜野四街道長沼線・道路照 明灯設 置工事 酒 井 電 気 商 会 ４，
５５０

〆ノ 千葉茂原 線。道路 照明灯 設置工事 千 秋 電 気 ５
，
５００

１８ 高洲中央 港線他 ・道路照明灯背千工事 寒 川 電 業 ３，８００

１９ 磯辺茂 呂町線・道路照明灯設置工事 安 藤 電 気 工 事 １！β５０

／ノ 鶴 沢 小 学 校 ・ 照 明 改 修 工 事 川 島 電 気 設 備 ４，０４０

ノノ 昭 和 の 森 ・ 受 変 電 設 備 改 修 工 事 環 境 テ ク ノ ス １６，１３９

２０ 若松町公園照明灯設備工事 吉 田 電 設 ６，９４０

２７ 要第一ポ ンプ場・操作盤更新工事 新 千 葉 電 設 ７ρ００

〃
南部浄化セ ンター・Ａ系窒素。りん 自動測

定装置設 置工事
奄 美 電 設 １８，４００

１０． ４ 市立養護学校・食堂 冷暖房 電気設備 工事 北 陽 電 機 産 業 ８，２００

９ 北貝塚小 学校・大 規模改造 電気設備工事 光 栄 電 設 工 業 ７ＬＯＯＯ

！ノ 真砂第一 小学校・大規模改造電気設備工事 木 村 建 設 ７２，０００

〃 市民会館 ・耐震補 強等改修電気設備工事 新 東 電 設 工 業 ２億０２，５００

１７
市営住宅高浜第２団地・給水施設電気設備

改修工事 （住宅）
岡 田 電 気 工 事 １，５５０



（３８） （協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り

落 札 日 工 事 件 名 社 名 落 札 金 額

Ｈ１３．１０．１８
星 久 喜 小 学 校 他 １ ヵ 所 ・ 子 ど も ル ー ム 新 築

電 気 設 備 工 事
渡 辺 電 気 工 業 ８

，
６９０

〃
千草台東小学校・子どもルーム新築電気設

備工 事
西 千 葉 電 設 ３，５００

２３
公営住宅貝塚 第２団地 （仮称） １号棟電気

設備 工事
千 葉 塚 田 電 気 ７４，０００

！ノ
公営 住宅貝塚 第２団地 （仮称） ２号棟電気

設備 工事 アイ シ ン電気工事 ５２，６００

！ノ 緑いきいきプ ラザ新築 電気設備 工事 増 田 電 気 工 業 所 ６６，３００

２４ 花島公園・多 目的球技場照明灯 設備工事 北 斗 電 業 ９，８００

〃
東幕張土地区画整理・仮設住宅新 築電気 設

備工事
岡 田 電 気 工 事 ５，２００

〃
誉田小学校他！ヵ所・子 どもルーム新築電

気設備工事 （都市）
オリオ ン電気 工事 ６，４００

Ｚノ
金沢小学校・子どもルーム新築電気設備工

事 （都市）
奄 美 電 設 ６

，
０７２

／ノ
高洲第三小学 校子どもルーム新築、 高浜第

一小 学校子 どもルーム改修・電気設備工事
染 谷 電 気 商 会 ９

，
５００

３０ 小倉 小学校・ 受変電設 備改修工事 北 進 電 設 ３，６５０



（協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り （３９）

騙 園 國 圃

二 十一世紀 を迎え、 心機一転、 心も新たに明るい兆 しに 何とか良かっ たときの 時代

に 戻 り た い と祈 っ て た 矢 先、 アメ リ カ の テ ロ 事 件 … … 二 十 一 世 紀 は 何 か を変 え て ゆ く

様 な 気 さ え も しま す。

電 設協 会 の 皆 様 に は こ の 厳 し い 時 代 を 何 と か 切 り 抜 く 為 に、 又、 頑 張 っ て い る 青 年

部の 皆様 の若いエ ネルギーをも らい共に切磋琢磨 し、 より二層の発展を して行く事に

期 待 し て おり ま す。

「千 葉 電 設 協 会 だ よ り」 １５・１６号 と 発 行 を 重 ね、 そ の 度 に 皆 様 か らの 投 稿 を 頂 き、

内 容 の 濃 い 読 ん で 楽 し い会 報 に な りま し た。

色 々 な 体 験 談
、
人 生 観
、 趣 味、 旅等 い ろい ろ 知 ら な か っ た 分 野 を 広 げ て み て は 如 何

で し ょ う か。

こ れ か らも 末 永 く 皆様 に愛 読 さ れ、 読 んで 心 が 和 むそ ん な 会 報 に し た い と 願 っ て お

り ま す。

（久保昭雄）

《 ｒ圏」’川隔・ Ａ ｌ｝’’’’”１ Ａ ｌ’ 糊 ’・ Ａ ｌｌ
’’’”１・ Ａ ・・’

璽開’ｌｌ Ａ ・・【‘踊’・・ Ａ ・Ｉｌｍ ｌｌｌ Ａ … ’”１・１ Ａ ・ＩＩ”・… Ａ ・・
１・・・… Ａ Ｉ・・

… １・１ Ａ ｌｌｌ・・
ＩＩ・、 Ａ Ｉ・１・・ＩＩＩＩ Ａ 、 幽 ・、 Ａ ｌｌｌ… １・，

１㈱千鞍誓∵瀦 灘 一
１ メ ー ル ア ド レ ス ｄｅｎｓｅ，、ｕ ＠、ｈｉｂ，．ｄｅｎｓｅ，ｓｕ．。，．ｌｐ

ｌ

ｌ 是非アクセスして下さい・ ｌ

ｌ
今後 皆様との交信はメ ールを活用 したいと思いますので・ 会社で ｌ

ｌ ∵ 諜
スをお持ち 励 千 籍 協会宛送信頂けますようお

励

し
＿＿ ＿．＿ ＿＿＿一＿＿＿＿．＿一＿ ＿一＿＿＿＿

２



電設資材総合卸

自 動 火 災 報 知 機 ・ 非 常 警 報 設 備 ・ 防 火 戸 設 備 ・ 防 犯 設 備 ・

マンショ ンＨ Ａ設 備 そ の 他弱 電 システ ム 〈設計 ・施 工 ・保 守管 理〉

＠ ＳＥＮＫＯ ＧＲＯＵＰ

株式会社 関 東扇 港 電 機

●本 社

●千 葉 西 営 業 所

●北 総 営 業 所

●東 都 営 業 所

●千 葉中 央営 業所

●旭 営 業 所

●首都圏電設営業所

●東 京 特需 営業所

●千 葉 Ｓ Ｅ 営 業 所

〒２６２－００４５ 千 葉 市 花 見 川 区 作 新 台４－１３－１２

〒２６２－００４５ 千 葉 市 花 見 川 区 作 新 台４－１３－１２

〒２８５－０９２７ 印 旛 郡 酒 々 井 町 酒 々 井１６０４－１

〒２７３－００３５ 船 橋 市 本 中 山 ５ 丁 目２－１９

〒２６０－０００１ 千葉市中央 区都町３丁目２３－３

〒２８９－２５３１ 旭市井戸 野字大 島３５９番地

〒１１０－００１６ 東 京 都 台 東 区 台 東 １－１－１４

ＡＮＴＥＸ２４ビ ル ２Ｆ

〒１１０－００１６ 東 京 都 台 東 区 台 東 １－１－１４

ＡＮＴＥＸ２４ビル ２Ｆ

〒２６２－００４５ 千 葉 市 花 見 川 区 作 新 台４－１３－１２

Ｔ Ｅ Ｌ：０４３ （２５７） ４２６２

Ｆ Ａ Ｘ：０４３ （２５７） ４２６４

Ｔ Ｅ Ｌ＝０４３ （２５７） ４７００

Ｆ Ａ Ｘ：０４３ （２５７） ４２６４

Ｔ Ｅ Ｌ：０４３ （４９６） ２６６１

ＦＡ Ｘ；０４３ （４９６） ６９４０

Ｔ Ｅ Ｌ：０４７３ （３４） ９０３１

Ｆ ＡＸ ：０４７３ （３４） ９０３９

Ｔ Ｅ Ｌ：０４３ （２３１） ７３９７

Ｆ Ａ Ｘ：０４３ （２３１） ７６６６

Ｔ Ｅ Ｌ：０４７９ （６３） ７６９１

Ｆ Ａ Ｘ：０４７９ （６３） ７６６６

Ｔ Ｅ Ｌ：０３ （３８３７） ８４４１

Ｆ Ａ Ｘ：０３ （３８３７） ８４４２

Ｔ Ｅ Ｌ＝０３ （３８３７） ４４３７

Ｆ Ａ Ｘ：０３ （３８３９） ５８７５

Ｔ ＥＬ：０４３ （２５７） ４２６２

Ｆ Ａ Ｘ＝０４３ （２５７） ４２６４



地域 に密着 した営業所ネ ッ トワーク

電設資材の総合商社

ユ【ヨ『『置髪７：コ開傍
主要代理店・特約店

東 芝ライテック㈱ ・ 松 下 電 工 ㈱

古 河電 気 工 業 ㈱ ・三 菱 電 機 ㈱

取 扱 商 品

ｉ 電 線 ・ ケ ー ブ ル ・ 電 線 管 ・ レ ー ス ウ

ｉ エイ ・配線器具・照明器具各種ラン

ｉ プ類
．
・変電所材料・高低圧配分電盤 ｉ

ｉ ・ エ ア コ ン ・ 電 柱 装 柱 金 物 ・ モ ー ト

… ル ・ ト ラ ン 客 高 低 圧 コ ン デ ン サ ・ 非

ｉ 常 用 発 電 機 ． イ ン タ ー ホ ン ． 防 災 ラ

； ンプ電動 工具・電気温水器・住宅設

ｉ 備機器・ 家庭電化製品

【ネットウーク】

川 ［ｊ 営 業 所 ㈱ （２５１） ４６５１㈹ 埼 玉 県 川 口 市 川 口５－１５－２８ 船 橋 営 業 所 ０４７４ （６６） ２１９１㈹ 千 葉 県 船 橋 市 薬 円 台１－１８－４

荒 川 営 業 所０３ （ ㎜ ） ５１７６㈹．東 京 都
．
北 区 田 端 新 町 ２－８－６ 市 川 営 業 所 ０４７ （３３５＞ ３１０１㈹ 千 葉 県 市 川 市 北

．
方２－３４一胴

江 戸 川 営 業 所０３
．
（３６５３）．９４４１㈹ 東 京 都 江 戸 川

．区 松 本 町２－３８－６ 志 木 営 業 所 ㈱ （４７４） ４６２１㈹ 埼 玉．県 新 座 市 東 北 １－４－２２

墨 田 営 業 所０３
．
（３６３６） ５８４１㈹ 東 京 都 江 東 区 大 島２－３－１４ 久 喜 営 業 所 ０４８０ （５８） ８０２１㈹ 埼玉県北葛飾郡鷲宮町大字西大給 路１０

浦 和 営 業 所０４８ （８５７） ３１０１㈹ 埼 玉 県 浦 和 市 中 島２－１０－９ 東 久 留 米営 業所 ０４２４ （７３） ４１１ ㈹ 東 京 都 東 久 留 米 市 柳 窪４－３－２１

足 立 営 業 所０３ （３８８０） ６４２１㈹ 東 京 都 足 立 区 梅 田６－１０－１０ 所 沢 営 業 所 ０４２９ （２８＞ ４７１１㈹ 埼 玉 県 所 沢 市 南 住 吉 １・１３

北 営 業 所０３ （３９０３） １８６２㈹ 東 京 都 北 区 神 谷 ２－３８－１０ 立 川 営 業 所 ０４２ （５２７） ６６０１㈹ 東 京 都 立 州 市 富 士 見 町６－３７４

板 橋 営 業 所０３ （３９７３） １８鋼 ㈹ 東 京 都 板 橋 区 大 谷 口 北 町１９－６ 川 口 北 営 業 所 備 （２６７） ６８１１㈹ 埼 玉 県 川 口 市 柳 崎 １・２－２８

中 野 営 業 所◎３ （５３５０＞ ３１８１㈹ 東 京 都 中 野 区 南 台 １－２－１． 八 潮 営 業 所 ０４８９ （９５） ０５７１㈹ 埼 玉 県 八 潮 市 鶴 ヶ 曽 根５８－２

練 馬 営 業 所０３ （３９９８） ５４０２㈹ 東 京 都 練 馬 区 中 村 ２－２９－５ 大 宮 営 業 所 ０４８ （６５２） ８４判 ㈹ 埼 玉 県 大 宮 市 宮 原 町１・５５８

豊 島 営 業 所０３ （３９８４） ７４９１㈹ 東 京 都 豊 島 区 東 池 袋３－２３・２３ 八 王 子 営 業 所 ０４２６ （４２） ６６６１㈹ 東 京 都 八 王 子 市 明 神 町１－２５－８

中 央 営 業 所０３ （３５５１） ９３２１㈹ 東 京 都 中 央 区 八 丁 堀２－２・１１
．
千 葉 営 業 所 ０４３ （２５４） ５７２１㈹ 千 葉 県 千 葉 市 中 央 区弁 天３－６・４

文 京 営 業 所０３ （３８１５） ３６４１㈹ 東 京 都 文 京 区・」・石 川５－３８－１２ 府 中 営 業 所 ０４２ （３６９） ５ 棚 ㈹ 東 京 都 府 中 市 白 糸 台１－２０－１３

越 谷 営 業 所０４８９ （６６） ８８２２㈹ 埼 玉 県 越 谷 市 瓦 曾 根２・６－３４． 世 田 谷 営 業 所 ０３ （３４８２） ２７判 ㈹ 東 京 都 世 田 谷 区 船 橋７－１３－１

成 増 営 業 所ｇ３ １３９３８） ２４１１㈹ 東 京 都 板 橋 区 赤 塚４－２４・２０ 木 甲 営
．
業 所 ０３ （３７７８） ６８斜 ㈹ 東 京 都 大 田 区 中 央 ４一き４－３

品 川 営１業 所０３ （３７８４） ０３５１㈹ 東 京 都 品 川 区 二 葉４・２－１２
．
市 原 営 業 所 ０４３６ （６２） ７２８１㈹ 千 葉 県 市 原 市 姉 崎 海 岸１０９－２

杉 並 営 業 所０３ （３３３２） １１９１㈹ 東 京 都 杉 並 区 松 庵２－１５－５ 千 葉 北 営 業 所 膨Ｂ （４２４） ２７１１㈹ 千 葉県 千葉 市稲毛 区小 深町１３３，２

松 戸 営 業 所０４７ （３４４） ２１６１㈹ 千 葉 県 松戸 市 馬 橋 字 岩 崎１４４７ 鴻 巣 営 業 所 ０４８５．（４１） ７９１１㈹ 埼 玉 県 鴻 巣 市 宮 地 ４．２。５

春 日 部 営 業 所 備 （７６１） ２５斜 ㈹ 埼玉 県春 日部 市大 判 ・渕山下１１４７ 足 立 北 営 業 所 ０３ （３８５３） ７０５１㈹ 東 京 都 足 立 区 舎 人１－１０「２０

川 越 営 業 所０４９２ （２５） ４０４Ｃ㈹ 埼 玉 県 川 越 市 山 田 西 町５７１－１

小島電機工業株式会社
．〒１１４－００１２ 東 京 都 北 区 田 端 新 町２－８－１１ 含０３ （３８９４） ５１５１ （大 代 表）



』’「ＯＳ 闘１８ Ａ

地場に育まれ 奉仕し 明日へ躍進一
照 明 器 具 ・ 配 線 器 具 ・ 換 気 扇 ・ 各 種 光 源

配 電 盤 ・ 分 電 盤 ・ 制 御 盤 ・ 受 変 電 設 備

Ｈ Ａ 機 器 ・ Ｏ Ａ 機 器 ・ 家 電 製 品 ・ 住 宅 設 備 機 器

配 線 ・ 電 線 ・ 電線管及 附属 品 ・ そ の他電 気工事材 料

首都圏東芝電材株式会社

千葉支店 千葉市中央区中央港２丁目４番１号

〒２６０－００２４ 丁ＥＬ Ｏ４３一（２４２）一８｛４１（代）

ＦＡＸ Ｏ４３一（２４２）一８１４８

干 葉 第 一 営 業 所 千 葉 市 中 央 区 申 央 港２－４－１ 〒２６０－００２４ ＴＥＬ Ｏ４３－２４２－８１４１（代）

ＦＡＸ Ｏ４３－２４２－８１４８

千 葉 第 二 営 業 所 千 葉 市 中 央 区 中 央 港２－４－１ 〒２６０－００２４ ＴＥし ０４３－２４２－８１４１（代）

ＦＡＸ Ｏ４３－２４２－８１４８

市 川 営 業 所 市 川 市 二 俣 Ｈ ３－１１ 〒２７２－０００１ ＴＥし ０４７－３２８－５００２（代）

ＦＡＸ Ｏ４７－３２８－５１１７

東 総 営 業 所 香 取 郡 大 栄 町 伊 能２２２－５ 〒２８７－０２０４ ＴＥし ０４７８－７３－８ 箇 （代）

ＦＡＸ Ｏ４７８－４３－８１５０

東 金 営 業 所 東 金 市 堀 上２７４一１ 〒２８３－００６３ ＴＥＬ Ｏ４７５－５５－５４８１（代）

ＦＡＸ Ｏ４７５－５５－５４８４

木 更 津 営 業 所 木 更 津 市 請 西２－１－１２ 〒２９２－０８０１ ＴＥＬ ◎４３８－３７－６１１４（代＞

ＦＡＸ Ｏ４３８－３フー７３８０

◆ 本 社 川 崎 市 川 崎 区 大 島４－３－７ 〒２扮一〇８３４ ＴＥＬ Ｏ４４－２２０－３５９｛（代＞

ＦＡＸ ◎４４－２２０－３５６０
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耕 翻 槻騙財掘写塀１

ここまで考えた環境配慮璽

で も、お届 けした いのは、環境にやさしい快適な空気です。

シャッター構造を高気密化

漏れ風量を約１／６に（当社従来品比）。

藝轡 皆｝蓬

繋癖
現行品

璽

新製品

、．．
最 大 ３ ８ ％ の 省 工 ネ 。．一．

デ ュ ア ル テー パ ー シロ ッコ ファンとモ ーター

の最適化で省エネを実現。
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織べ
● ルー バーセットタイブ：１７機 種を２５機種に（２７タイブ・３２タイブを追加）

●ルーパー別売タイブ：組合せ２４６機種を３４７機種に大幅拡大

●別売ＳＤ（小口径）アダプターで省施工機種が３６機種に拡大

●人体に有害な鉛や塩ビ電線の削減、再生樹脂の使用など環境にも配慮

松 下 精 工 株 式 会 社 春 日 井 西 事 業 部 〒４８昏８５２２糟 燭 燃 藤 葱 瓢ＩＪ５と１９
５６８）８１４５”

あなたとともに 豊かな２１世紀を 松下電器・松下精工



電 設 資 材 総 合 商 社

主 要 営 業 品 目一
電線管 及び附属品一式・照明器具・配 線器具

電 線 電 覧 ・ 配 電…盤 ・ 空 調 設 備 機 器

ワ イ ヤ ー リ ン グ ダ ク ト ・ 通 信 機 器

並 び に 内 外 線 電 気 工 事 材 料 一 式

松 下 電 工 株 式 会 社 代 理 店

新東京電材株式会社
本 社 東 京 都 墨 田 区向 島２－２２－５ ＴＥＬ．０３（３６２３）７００１㈹

千 葉 営 業 所

東 営 業 所

成 田 営 業 所

茂 原 営 業 所

中 央 営 業 所

配管機材営業所

電 設 営 業 所

茨 城 営 業 所

池 袋 営 業 所

多 摩 営 業 所

南多摩営業所

千 葉 市 中 央 区 末 広 ３ － ５ － ７ ＴＥＬ．０４３（２６４）！１２１㈹
：ＦＡＸ．０４３（２６４）１１２６

柏 市 西 原 ７ － １ － ３ ＴＥ：Ｌ．０４７１（７８）５５１１㈹
ＦＡＸ．０４７１（７８）５００５

千 葉 県 印 旛 郡 富 里 町 日 吉 倉４７－ ２ ＴＥＬ．
０４７６（９３）５１１１㈹

ＦＡＸ
．
０４７６（９３）５１１５

茂 原 市 木 崎 ２ ７ ９ － １ ＴＥＬ．
０４７５（２２）５１８１㈹

ＦＡＸ．０４７５（２２）５８８１

東 京 都 墨 田 区 向 島 ２ －２２－ ５ ＴＥＬ．０３（３６２４）４３３１㈹
ＦＡＸ．０３（３６２４）２５６６

東 京 都 墨 田 区 向 島 ２ －２２－ ５ ＴＥ：Ｌ。０３（３６２４）４３３１㈹
ＦＡＸ．０３（３６２４）２５６６

東 京 都 墨 田 区 向 島 ２ －２２－ ５ ＴＥＩ．．０３（３６２４）４３３１㈹
ＦＡＸ．０３（３

６２４）２５６６

茨 城 県 土 浦 市 虫 掛 東 ３７０６－ １ ＴＥＬ．０２９８（２３）７３７１㈹
ＦＡＸ．
０２９８（２３）０５２８

東 京 都 豊 島 区 要 町 ３ －３６－ ８ ＴＥＬ．
０３（３９５５）８１４１㈹

ＦＡＸ．０３（３９５５）８
１５２

東京都東 久 留 米 市 八 幡 町２－１３－２９ ＴＥＬＯ４２４（７５）５５５０㈹
ＦＡＸ．０４２４（７５）２４９０

東京都 東久 留 米 市 八 幡 町２－１３－２９ ＴＥＬ．０４２４（７５）５５５０㈹
ＦＡＸ
．
０４２４（７５）２４９０



トシン・カード

翻講糟

鷺６礁

カ ードに は保 険 が つ いて います

⊂≡ 璽 ＝〕関東一円７０拠点

便 利なカード
現場で資材が不足しても安心！！

関東＿円７０拠点で
商品が引き取れる

電 材・建 材・空 調・制 御・オ ー ル 電 化

トシン電機

臨
ネットワ ー ク

東 京２３区内
新 宿 （ 営 ） Ｔ ＥＬ Ｏ３－３３５６ －２６１ １

文 京 （ 営 ） Ｔ ＥＬ Ｏ３－５６８４ －４６ 判

中 野 （ 當 ） Ｔ 臥 ０３－３２２８ －３１ ２１

世 田 谷 （ 営 ） Ｔ ＥＬ Ｏ３－３３２７ －５２ 刎

等 々 カ （ 営 ） ＴＥ Ｌ Ｏ３－３７０３ －６３ 馴

大 田 （ 営 ） Ｔ ＥＬ Ｏ３－５フ０９ －３７７ １

渋 谷 （ 営 ） 正 Ｌ Ｏ３－５４４９ －３５６１

五 反 田 （ 當 ） 丁 ＥＬ Ｏ３－３４９０－９１４ｒ

荻 窪 （ 営 ） ＴＥ Ｌ Ｏ３－３３９３一 柵 ７１
練 馬 （ 営 ） ＴＥ Ｌ Ｏ ３－３９３１－１８７１

大 泉 （ 當 ） ＴＥ し ０３ －３８６７－５５１１
足 立 （ 欝 ） ＴＥ Ｌ Ｏ３ －３８ ８５－７６５６

王 子 （ 営 ） ＴＥ Ｌ Ｏ３ －３９ ０５－２ 川

葛 飾 （ 営 ） ＴＥ Ｌ Ｏ３ －３６ 引 一３１７１

上 野 （ 當 ） ＴＥ Ｌ Ｏ３ －３８ ７４－９２３１

遷 田 （ 営 ） Ｔ Ｅ Ｌ Ｏ３ －３６ ２１－３４４１

住 宅 環 境 シ ス テ ム Ｔ Ｅ し ０３ －３３ ５６－０３０４

建 材 営 業 部 Ｔ Ｅ し ０３ －３３ ５６－５１３２

空 調 販 売 技 術 センタ ー Ｔ Ｅ Ｌ Ｏ３ －３３ ５６ 怖 ６２５
制 御 機 器 販 売 センタ ー Ｔ Ｅ Ｌ Ｏ３ －５３ ６３－３０３８

新 ・ 商 品 セ ン タ ー －ｒＥ Ｌ Ｏ３ －５７ ３７－８１７１

㈲ 山 之 内 電 材 Ｔ Ｅ Ｌ Ｏ３ －３６５ ６『６９５５

静岡県内
㈱ ト シ ン 電 機 沼 津 店 Ｔ Ｅ Ｌ Ｏ５５９－２３ －７ ５５０

東京多摩方面
立 川 （ 営 ） Ｔ Ｅ Ｌ Ｏ ４ ２ － ５ ３ ７ －４ １ １ １

青 梅 （ 営 ） ＴＥ Ｌ Ｏ４２８－３２ －２６ ５１

八 王 子 （ 営 ） ＴＥ Ｌ Ｏ４２６－６６ －７１ ２１

府 中 （ 営 ） ＴＥ Ｌ Ｏ４２－３６９ －８５ １１

三 鷹 （ 営 ） 正 Ｌ Ｏ ４２２－４１ －２８ ３１

小 平 （ 営 ） 正 Ｌ Ｏ４２４－７７ －２５１ １
お 　 ミ ラ イ ロ ヰオ 　 ド 　 　 ロ し む る 　 　 　 フ リ 　　 　 　 　

神奈川県内
大 和 （ 営 ） ． Ｔ Ｅ Ｌ Ｏ ４６－２ 引 一８３ ０５

三 ツ 境 （ 営 ） Ｔ Ｅ Ｌ Ｏ ４５－３６７ －７１１ １

相 模 原 （ 営 ） Ｔ Ｅ Ｌ Ｏ ４２－７５５－９３ ２２

厚 木 （ 営 ） Ｔ Ｅ Ｌ Ｏ ４６－２２３－８６ ２１

秦 野 （ 鴬 ） Ｔ Ｅ Ｌ Ｏ ４６３－８２－７２１ １

平 塚 （ 営 ） Ｔ Ｅ Ｌ Ｏ ４６３－２１－９９ ８１

藤 沢 （ 営 ） Ｔ Ｅ Ｌ Ｏ ４６６－３４－８５１ ５

茅 ケ 崎 （ 営 ） Ｔ Ｅ Ｌ Ｏ ４６７－５９－６９ ０１

横 浜 （ 営 ） Ｔ Ｅ Ｌ Ｏ ４５－３ ２２－８１８ １

京 浜 （ 営 ） Ｔ Ｅ Ｌ Ｏ ４ ５ －５ ８ ３ － ２ ３ ６ １

戸 塚 （ 営 ） Ｔ Ｅ Ｌ Ｏ４５ －８ ２２－１２１１

磯 子 （ 営 ） Ｔ Ｅ Ｌ Ｏ４５ －７ ５５－１６８１

横 須 賀 （ 當 ） Ｔ Ｅ Ｌ Ｏ４６ ８－ ３８－０７１１
川 崎 （ 営 ） Ｔ Ｅ Ｌ Ｏ４４ －３ ６６－８３７１

宮 前 （ 営 ） Ｔ Ｅ Ｌ Ｏ４４ －９ ７７－Ｏｊ５１
緑 （ 営 ） Ｔ Ｅ Ｌ Ｏ４５ －９ ４８－４７５５

港 北 電 材 ㈱ Ｔ ＥＬ Ｏ４５ －５９ ２－３７２８

㈲ ミ ラ イ 電 材 旭 店 Ｔ ＥＬ Ｏ４５ －３６ ６－ｆ ２５５

埼玉県内
所 沢 （ 営 ） ＴＥ し ０ ４２－９２２ －１３１ １

飯 能 （ 営 ） ＴＥ Ｌ Ｏ ４２－９７３ －８５９ １

川 越 （ 営 ） ＴＥ Ｌ Ｏ ４９－２４７－４６冒１
ｊＩＩ 口 （ 営 ） Ｔ Ｅ Ｌ Ｏ ４ ８ － ２ ６ ２ － ８ ７ １ １

大 宮 （ 営 ） Ｔ Ｅ し ０ ４８－６６８－６４１１

浦 和 （ 営 ） Ｔ Ｅ Ｌ Ｏ４ ８－８３２－９８７１
朝 霞 （ 営 ） Ｔ 臥 ０４ ８－４６０－０１０ ０

越 谷 （ 営 ） Ｔ Ｅ Ｌ Ｏ４ ８－９６９－０８１１
草 加 （ 営 ） Ｔ Ｅ Ｌ Ｏ ４ ８ － ９ ３ ３ － ７ ２ １ １

千葉県内
松 戸 （ 営 ） Ｔ Ｅ Ｌ Ｏ４ ７－３ ９１－５０６１

市 川 （ 営 ） Ｔ Ｅ Ｌ Ｏ ４ ７ －３ ２ ４ － ８ ０ ９ １

船 橋 （ 営 ） Ｔ Ｅ Ｌ Ｏ４ ７－４ ６２－３１１３

干 葉 （ 営 ） Ｔ Ｅ Ｌ Ｏ４ ３－２ ５３－４６３１

中 央 （ 営 ） Ｔ Ｅ Ｌ Ｏ４ ３－２ ３４－６９８１

柏 （ 営 ） Ｔ Ｅ Ｌ Ｏ ４ ７ １ － ９ ３ － １ ２ ８ １

野 田 （ 営 ） 正 Ｌ Ｏ４ ７１－２ ０－８１８２

成 田 （ 営 ） Ｔ Ｅ Ｌ Ｏ４ ７６－２０－１５４５

市 原 （ 暫 ） Ｔ Ｅ Ｌ Ｏ４３ ６－４ ２－１ ４０１

茂 原 （ 営 ） Ｔ Ｅ Ｌ Ｏ４７ ５－２ ４－６６６１

木 更 津 （ 営 ） Ｔ Ｅ し ０４３ ８－２ ５－４ ５１１
　 ミ ラ イ ロ ホオ ブく ほ 　 　 ロ し 　るア リ　　 　　　 　ヨリ

茨城県内
竜 ケ 崎 （ 営 ） Ｔ ＥＬ Ｏ２９７－６０ －１ ４６６

３５０台全てのサービスカーに無線を搭載し、お得意先様との連絡がより密接に。

新 しい商 品を どん どん 撰案さ せて 頂きま す

住 宅 環 懸 髭 盃 蒜 論。。４担当，一色 オール電化
・ 太 陽光 発 電 システム ・ シス テムフロアー ・ ホー ムエレ ベーター・ マル チメ ディア対 応先 行 配 線シ ステム
・バ ス 暖房 乾 燥 機（ホットドライ）・ ガスファンヒーター・ ガス エアコン（ＴＯＫＩＯ・ＧＨＰ）， 弱 電 関 係全 般

●鰍搬ａ鞠

お 手伝い 致 します

空調販 欝 携態 諭６２５担当、道吉

現場が遠い・容量計算？エフ覚ン・！ｆッケージの敢ダ向１ゲなどう｛５…

そんな時トシンの営業担当を通して 戸建から → 大 型物 件まで

懸
擁

ミ

設 計・お見 積 リ レ 取 付・責 任 施 工 レ 施 工 管 理ま で

取付 工事から、クリーニング・メンテ契約まで
すべて引 受けます。

太陽光採光システム「ひまわり」

膨勤・灘鵬
一四
醒

朝 昼 タ

誰
バック アッ プ致 しま す

制 御機 器販売センター
Ｔｂｌ：０３－５３６３－３０３８ 担当：中島

劇翻センサ嗣・シ隔ケンサー

タツチバネル・ サ巳ホモータ■

空昼機墨・パソコンから 儲御盤・ロボット製俸まで
乃ワ㈱濡テ鰍 郷嘘蹴

売上に プラス にな りま す

建材営業部
Ｔｂｌ：０３＿５３６３－１７８５

担当：高尾

康曖房
システムキツチン

システム’畝
：轟繧｝全般

お買い撚一ムベージ ノ７髭 ノ ／：／「レレｗ Ｗｌ わ ρ∠η ゐ”０」ｂ∂． ００１７７
／

㈱ ケ朔㌦司行元’一 総λａ墨・お老うじ用品・お壱ちや・淵Ｈド，びイコヴ・ｆ殊霞看・動の勲シ鶯グ鰯㌦至国うまい物市 糞春 健康・きの糎

障湘ぺ→ｕ糺ゐあμ／％幽〃協．加５：潮わｄθη虹 ｏｏ」∠ｂ／



　目種業営〔

畿灘麟難㍊鵬篇
技術と信頼 の

アオバ通信株式会社

代表取締役 岩 崎 良 昭

干 葉 市 若 葉 区 桜 木 町 ５ １ １ 番 地 １ ３

電 話 ０ ４ ３ （２ ３ ２） １ ２ ２ ０ ㈹

翻灘舞凝ζ鋸鐙↓威 舞 灘 離灘鍔
ご轟拶憾鐙艀躍終 灘 欝轟 趣 ガー♪．臨

癬鎌 撫

光、最先端をめざして

ｌＷＡＳＡＫｌ

テ ーマ は安 全・快適

撫

省 エネ・ 環境対応

イワサキの道 路 照 明

１驚 難崎ｒ雛欝社
千葉市中央区今 井３－１４－２

ＴＥｉＬ Ｏ４３（２６４）６３５５σ」り

ＦＡ》～０４３（２６３）５７６１
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昼む
，

山
噸魅。

火災報知設備、 溶 熾 ． テレビ薬聴設備、
防紀設備、 入出管違殴儒の分野での

町づくり、 都市づくり、 環填づくりを奪えたい。

亀噸

い職

覧Ｍ
のの

叩。 ど言

亀照 ミ‘

盆 講 箏器ｉ鰐註千鋤
〒２６０－００２， 千 葉 市 中 央 区 新 宿 二 丁 目３番６号 君 ０４３ （２４１） ５５９６

田

く∂㍉
湧

ｈ
Ｕ

Ｏ

Ｏ

旧

０

８

エネルキ㌦と情報 の 機 能をしな や か に力 強く。

私 たち は、エネルギーと情 報を伝 える 電 線、ケーブルの 専 門 商 社。

一般材料から最先端の新素材まで幅広く、心の通うサービスで豊かな暮らしと

産 業 発展 の お 役 に立っておりま す。

新しい 世 紀を拓く、藤 長 電 気。

藤長電気株式会社 東関東支店

千 葉 市 稲 毛 区 黒 砂１－５－１４

ＴＥＬ Ｏ４３－２４１－２５５２ ＦＡＸ Ｏ４３－２４１－２４７２



通 轡 ツ
トワークの相互コン 物 夕、“ ｏ

ト ノ み ら

Ｎ Ｔ Ｔ 特 約 販 売 店 ・
、
日 立 ・ 松 下 特 約 店

デ ジ タ ル 交 換 機 ・ デ ジ タ ル ボ タ ン 電 話 装 置 ・ Ｆ Ａ Ｘ ・ コ ー ド レ ス オ フ イ ス シ ス テ ム ・

コ ー ド レ ス ホ ー ム テ レ ホ ン ・ 各 種 電 話 機 器 ・ ワ ー プ ロ ・ パ ソ コ ン ・ オ フ ィ ス コ ン ピ ュ

ー タ ー ・ 通 信 ・ 情 報 機 器 の 販 売 ・ 設 計 ・ 据 付 ・ 保 守

⑪ 撫宮川電気通信工業㈱
・容（０４３）２２ ５－１ ３１ １（大代表）

千葉市中央区院内Ｌ３１ＦＡｘ（０４３） ２ ２ ２－１ ３ ３０

キュービクルと各種盤類
社団法人 日本電気協会認定品

◎ キュー ビク ル式非 常専用 電源設 備

（消防庁告示第 ７号適 合品）

変 圧 器 容 量 の２００ｋＶ Ａ ・ ３００ｋＶ Ａ ・ ５００ｋＶＡ の 各 種

● 低圧 で受電す る非 常電源専用 の配

電盤及び分電盤
（消防庁告 示第１０号適 合品）

配 電 盤 ・ 分 電 盤 の １ 種 ・ ２ 種

財団法人 日本 消防設備安 全センタ ー認定品

● 加 圧送 水装置 等の制御 盤

（消 防 庁 第１１１号 第 ５ ・ １ 適 合 品）

消 火 栓 ポ ン プ 用 ・ ス プ リ ン ク ラ ー 用 の 制 御 盤 の 各 種

憾鷲
鍵騰

ユーザーの皆様と共に伸びゆく

④ ミヤコ電機罧式會牡

本 社 〒１３６ 東 京 都 江 東 区 南 砂 ２ 丁 目 １０ 番 １０ 号
く）０７６ ＴＥＬ Ｏ３（３６４７）２７０１（代） ＦＡＸ Ｏ３（３６４７）０９４０

千 葉 営 業 所 〒２６０ 千 葉 市 中 央 区 松 ヶ 匠 町 ２０ 番 ４ 号
の８０７ 松 ヶ 丘 ガー デ ン ヒ ル ２ Ｆ

ＴＥＬ Ｏ４３（２６６）００２１（代） ＦＡＸ Ｏ４３（２６６）００２４



自動火災報知設備設 計・施工
各 種 排 煙 設 備 ・ テ レ ビ共 聴 設 備・ 放 送 設 備

そ の他 消防設備

‘』鮨・ｒ罪 ■ 難 千葉県代理店

難 千 歳 防 災 社
千 葉 支 店：千葉市若葉区加曽利町９３４番地の６

ＴＥｉＬＯ４３（２１４）５６８５・ＦＡＸＯ４３（２１４）５８１７

本 社：千葉県山武郡成東町富ロ６７４

ＴＥＬＯ４７５（８２）２８０４・ＦＡＸ Ｏ４７５（８２）５３２９

２１ 置溜 の≠ユ ー どク乃

８８８響１葺１欝８欝置
① 丸 み が あ る 美 し い デ ザ イ ン

② ５０年 錆 びな い溶 融亜 鉛 め っき

だ か ら 建 屋 が 不 要 で コ ス ト が 安 い ！

１窟１２１響８響１欝置
キ ュ ー ビ ク ル 式 受 配 電 設 備

プ ラ ン ト 制 御 設 計 ・ 製 作

電 灯 分 電盤 動 力分 電 盤

動 力 制御 盤 監視 制 御 盤

△ 千葉電機株式会社
Ｃ Ｈ 旧 Ａ Ｄε 閥 Ｋ臨

住 所

Ｔ Ｅ Ｌ

Ｆ Ａ Ｘ

千 葉 市 若 葉区 加 曽利 町 ４７５－１

０４３－２３１－８７５５ （ 代 ）

０４３－２３２－０４７９



’「ＯＳＨ■８Ａ

高効率インバータ採用、小形化・薄形化・省エネを実現。ハイレベルのエネルギー消費効率ｌＯＯ
．
６０ｍ／Ｗを達成。「Ｅ」シリーズは２１世紀を担う施設用新蛍光灯器具です。

Ｅπ 匪ｒｏ月 ｍ 研１ｆ ■ ■ 冨

助ｅ㎎ｙ －

Ｅｃσ㎜ γ 一
Ｅ轟ｅＣｆｍπ’σＳ 一

εｓｓｅのｃｅ －

５ＥＬＥＭＥＮＴＳｏｆ
署 ＳＥＲＩＥＳ

〈 ファ イフ エ レ メ ンツ 「Ｅ」 シ リー ス 〉

Ｅ ｎＶｌｒ ｏｎ ｍ ｅ ｎｔ

環境への配慮

Ｅ ｎ ｅｒｇ ｙ

エ ネ ル ギ ー 資 源 の 有 効 利 罵

Ｅ ｃ ｏ ｎ ｏ ｍ ｙ

経済への配慮

Ｅｌ ｅｃ ｔｒｏ ｎｌ Ｃ Ｓ

電子工学の結集

Ｅ ｓｓ ｅ ｎ ｃ ｅ

本 質 の 追 求

騨麟懸誌

先進 のインバータ 技術を結 集した、施 設用 照

明器 具 「Ｅ」シリーズは、２１世紀 の 照明 環 境

の理 想に向 けて誕 生しました
。

新開 発の 「Ｈｆインバータ」と「Ｈｆランプ」の 組

み合わせで、あかり環境をより快適に演 出します。
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● ●
● ● ● ● ●

● ● ・

●

・ ・

● ●

● ●

・ ・

● ●

・

３ 省 エネ ち ３ 小 形 化 も ３ 軽 量 化 亀 ３
施工時間 ＝

　 　 　 　 　 　 　

覧 約 ４２％ ８ 「，
約２５％ ８ 、 約

４０％ ８ 「， 約１０％
’

● ● ● ● ● ●
● ● ｏ ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ・ ● ●

Ｈｆメ ロウ ライ ンＥの 場 合 １１０Ｅ 逆 富 士 形 の 場 合 １１０Ｅ 逆 富 士 形 の 場 合

〔ラ ピッ ド式 器具 と 比 較｝

施設用新 蛍光灯器具

言
＝ シリ≒ズ

’

・
■ ● ・ ● ●

● ・ ●
●

● ●
● ●

● 短 縮

● ●

● ●
● ● ● ●

Ｈ ｆ－Ｌ ｃｏ Ｅ の 場 合

東芝ライテ！リク株式会社
ｈ ｔｔ
ｐ ＝
〃 ｗ ｗ ｗ ．ｔ１乳，ｃ ｏ ．ｊ ｐ ／

千 葉 営 業 所 〒２６０－００２６千 葉市 中央区千 葉港４－３ＴＥＬ（０４３）２４７－７２１０

撫
身 近 なくらしの中 で、

活 躍 しています。
●景観照明

●スポーツ施設照明

●無電極放電ラ ンプ用 トンネル灯

●ハイ ブリッ ド照明灯

●視覚障害者 用音声道案内システム

●ガイ ドライ トシステム

●交通管制 システム

●交通信号灯 器

●道路情報表 示シス テム

● 道路気象観測 シス テム

評 圃
’

小糸工蒙株式会社
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躍

千 葉 営 業 所 〒２６０－０８５４ 千 葉市 中 央 区 長 洲 ２ 丁 目１３番 ６ 号

東 京 本 部 〒１０８－８７２３ 東 京都 港 区 高輪 ３ 丁 目 ５ 番２３号

ヒ

加

麟籔轟
１蓼 懸

鐸

π
灘 、 ・

キ ギ 　
ヒ
　
ヴ ズ 　 サ

、
轟 鰍 礁 編

、＿ ＿冗酔
麟 麗

ＴＥＬ Ｏ４３（２２２＞９１２６ ＦＡＸ Ｏ４３（２２７）４０８１

丁ＥＬ Ｏ３（３４４３）９８２１ ＦＡＸ Ｏ３（３４４５）７４４３



安全で快適な環境づくり
総合防災システムのニッタン

私た ちは、災害を未然に 防ぐ技術の研 究・開 発・提供 を一 貫 して行 ない、
防災を通 じて持てる 技術を駆使 し、かけ がえのない

人命と資源を しっかりと守り続けます。

灘噸

鰍顯

防 災センター

煙感知器

消火 栓ボックス

勲 懸 驚 謙１李，譜ｌｌ：１藩棄翻 翻蝦 號１畿、＿６，代表、




